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憧
憬
を
包
む
ほ
の
か
な
灯
り

たけた竹灯籠「竹楽」（竹田城下町一円）
11 月 20・21・22 日開催
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９
月
30
日
、
本
年
１
月
に
設
立
さ

れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会

社
〔
愛
称
〝
ア
グ
ル
〟〕」（
以
下
「
ま

ち
会
社
（
ア
グ
ル
）」）
の
活
動
拠
点

と
な
る
新
事
務
所
開
設
セ
レ
モ
ニ
ー

及
び
内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
事
務
所
は
、
豊
後
竹
田
駅
前
の

古
町
通
り
に
あ
る
旧
日
本
生
命
ビ
ル

を
改
装
。室
内
は
ま
ち
会
社
事
務
室
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
、

会
議
室
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ス

ペ
ー
ス
に
区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ル
名
は
「
き
っ
と
夢
は

か
な
う
、
う
ま
く
い
く
」
と
い
う
思

い
を
込
め
て「
古
町kitto

（
き
っ
と
）」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
野
田
良
輔
副

市
長
は
「
城
下
町
竹
田
の
価
値
を
作

っ
て
い
く
こ
と
を
こ
の〝
ア
グ
ル
〟
が

担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
い
つ
ま
で
も
〝
ア
グ
ル
〟〝
古

町kitto

〟
を
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

 　

続
い
て
、「
ま
ち
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
歩
み
た
い
」
と
関
係
者
の
ほ

か
参
列
し
た
周
辺
住
民
ら
総
勢
で
行

わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
掛
け
声
と

と
も
に
テ
ー
プ
に
は
さ
み
が
入
り
、

開
設
を
祝
う
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な

る
と
、
会
場
は
温
か
い
拍
手
で
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
覧
会
が
開
か
れ
た
各
部

屋
で
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
実
演

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告

の
展
示
等
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

*

　

今
後
、「
ま
ち
会
社
（
ア
グ
ル
）」

は
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

理
念
に
沿
っ
て
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を

見
据
え
な
が
ら
事
業
を
展
開
す
る
予

定
で
す
。
当
面
は
重
要
課
題
で
あ
る

①
「
ま
ち
の
駅
構
想
」、「
医
商
連
携

　
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
具
現
化

②
空
き
家
改
修
に
よ
る
価
値
の
向
上
、

　
賑
わ
い
・
商
業
の
振
興

③
城
下
町
竹
田
再
生
の
拠
り
所
た
る

　
拠
点
整
備
、
組
織
構
築

な
ど
を
中
心
に
進
め
ま
す
。

　
　
　

*

　
「
ま
ず
は
空
き
店
舗
で
す
ね
。
竹

田
の
町
の
み
な
さ
ん
の
気
持
ち
を〝
ア

グ
ル
〟
会
社
に
な
り
た
い
」
と
話
す

子
安
史
朗
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

　

な
お
、「
古
町kitto

」
は
11
月
よ

り
会
議
室
の
貸
出
も
行
い
ま
す
。
駅

か
ら
も
近
く
、
き
っ
と
事
欠
か
せ
な

い
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

↑竹田の団結力が「躍進」を生んだ（結団式）

まちの 元気、みんなでアグル！
まち会社（アグル）の新事務所 「古町kitto」に完成！

城
下
町
竹
田
の
価
値
を
高
め
た
い
！
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人口のうごき
　　　　　　　　　　　（前月比）
人　 口　　 23,400 人（ － 15 人 ）
男　 性　　 10,927 人（ ＋  8 人 ）
女　 性　　 12,473 人（ － 23 人 ）
世帯数　 10,523 世帯（± 0 世帯）
　　　住民基本台帳登録人数

（平成 27 年 10 月 1 日現在）
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まちの 元気、みんなでアグル！
　

ま
た
、「
ま
ち
会
社
（
ア
グ
ル
）」

は
空
き
店
舗
調
査
を
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

頼
も
し
い
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

新
し
い
活
動
拠
点
か
ら
発
信
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
」に
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
た
け

た
株
式
会
社　

竹
田
市
竹
田
町
５
７

２-

２　

古
町kitto

☎
０
９
７
４-

64-

０
１
７
５

↑「アグル」のメンバーを紹介する野田代表取締役（写真右）。オープ 
　ンセレモニーではオシャレな服装で盛りあげました

↑古町 kitto 内覧会の様子。ガラス壁の間仕切りされた奥に「アグル」
　のオフィスがあります

↑会議室を紹介する「アグル」の堀場さん。通路の奥が「地域おこし協力隊」の部屋

タウンマネージャー
　

　  伊
い

藤
と う

　大
お お

海
み

　さん

ともに歩んでいきましょう！
参加者みんなでテープカット

竹田は「小さくてもキラリ」
と光るまち

　こんにちは、まちづくりたけた株式会社のタウンマ
ネージャー伊藤大海（おおみ）です。
　まちづくりコンサルタントとして日本各地の活性化
のお手伝いをしていますが、月の半分を住んでいる東
京都多摩地域から竹田に来てまちづくりの仕事に従事
しています。竹田はとてもまちに農村に趣があり、人々
が温かく、そして地域への愛情を感じる「小さくても
キラリ」と光るまち。そんな竹田のまちに惹かれてい
ます。「このまちで暮らしていてよかったな」「ここで
自分の子供を育てたいな」、そんなふうに思える人が
一人でも増えるような「竹田暮らしの豊かさ」を今の
人も、将来の子どもたちも分かち合えるようなまちづ
くりに役立っていきたいと思います。
　まちづくり会社ともども、ぜひ、よろしくお願いし
ます。
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こ
れ
ま
で
40
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
市
民
に
利
用
さ
れ
て
き
た
文
化
会

館
。
平
成
２
年
の
大
水
害
を
乗
り

越
え
、
毎
年
10
万
人
近
い
方
か
ら

３
０
０
０
回
を
越
え
る
利
用
が
あ
っ

た
も
の
の
、
平
成
24
年
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
に
よ
っ
て
再
び
大
き
な
被

害
を
受
け
、
そ
の
役
割
を
停
止
し
ま

し
た
。

　

竹
田
市
文
化
連
盟
に
加
入
す
る
45

団
体
、
約
１
２
０
０
人
の
皆
さ
ん
か

ら
早
期
復
興
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ

る
中
、
３
回
に
わ
た
る
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
や
文
化
会
館
再
建
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
平
成
25
年

度
に
新
文
化
会
館
の
建
設
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
「
設
計
者
選

定
に
係
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
」
を

実
施
し
、
設
計
者
を
香
山
壽
夫
建
築

研
究
所
に
選
定
し
、
新
文
化
会
館
建

設
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

市
報
で
は
、
本
年
５
月
号
で
設
計

の
思
想
を
、
７
月
号
で
市
民
公
開
講

座
の
概
要
を
掲
載
し
、
そ
の
経
過
を

伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
民
の
各
分
野
の
代
表

者
、
学
識
経
験
者
な
ど
10
名
で
構
成

さ
れ
る
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
「
文
化
会
館
部
会
（
構
成
員

10
人
）」
で
は
計
13
回
、
う
ち
６
回

は
平
成
27
年
度
に
設
計
者
を
交
え
て

議
論
を
行
い
、
ま
た
、
併
せ
て
、
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
小
・
中
学
生
、
保

護
者
の
意
見
を
聞
く
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、『
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
つ
く
る
』
こ
と

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、「
第
３
回
文
化

会
館
を
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
概
要
、
ま
ち
づ
く
り
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
意
見
交

換
会
の
概
要
、
竹
田
市
議
会
主

要
公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員

会
の
結
果
を
特
集
し
、
新
文
化

会
館
の
基
本
設
計
か
ら
実
施
設

計
へ
と
進
む
過
程
を
報
告
し
ま

す
。

　
「
文
化
会
館
を
考
え
る
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
「
設
計
者
選
定
に
係
る

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
」
を
経
て
、
こ

れ
ま
で
の
半
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
詰
め
て
き
た

基
本
設
計
案
は
、
建
設
価
格
の
高
騰

や
要
望
の
取
り
込
み
等
の
理
由
に
よ

り
、
当
初
、
予
定
し
て
い
た
額
で
は

建
設
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
と
設
計
者
（
香

山
壽
夫
建
築
研
究
所
）
が
４
つ
の
案

を
示
し
、施
設
の
規
模
（
収
容
人
数
）

と
建
設
見
込
額
と
を
比
較
し
な
が

ら
、熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■
設
計
案
の
説
明

 

・
基
本
設
計
を
終
え
た
後
に
実
際
に

　

工
事
を
行
う
た
め
の「
実
施
設
計
」

　

に
移
行
し
て
い
く
段
階
。

 

・
イ
メ
ー
ジ
図
は
、
周
辺
の
河

　

川
敷
ま
で
含
め
た
イ
メ
ー
ジ

　

を
描
い
て
い
る
が
、
文
化
会

　

館
本
体
の
工
事
と
は
別
物
。

 

・
で
き
る
だ
け
コ
ス
ト
を
か
け
ず
、

　

も
っ
と
も
使
い
や
す
い
方
法
を
考

　

え
、
大
ホ
ー
ル
と
多
目
的
ホ
ー
ル

　

を
配
置
し
、
体
育
館
と
の
真
ん
中

　

に
市
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
れ
る
ス

　

ペ
ー
ス
（
木
柱
回
廊
）
を
設
置
。

 

・
木
柱
回
廊
は
、
両
ホ
ー
ル
の
楽
屋

　

と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
と
と
も

　
に
、
会
議
や
創
作
活
動
を
す
る
ス

　

ペ
ー
ス
と
し
て
も
機
能
。
既
存
体

　

育
館
の
控
室
な
ど
と
の
相
互
補
完

　
の
効
果
も
。

 

・
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
・
検
討

　
の
中
で
出
さ
れ
た
機
能
追
加
等
の

　

要
望
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
東
北
大

  
実
録
・
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
つ
く
る
文
化
会
館

文
化
会
館「
基
本
設
計
案
」決
定
へ

↑熱い議論が交わされた「文化会館を考える市民フォーラム」

■プロポーザル審査における提案と現行 4 案との比較
当初提案 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 Ｄ案

延床面積（㎡） 3,500 4,300 4,005 3,340 2,840
大ホール席数 700 700 600 500 700
多目的ホール（175人収容） ○ ○ ○ − −
事業費 23 億円 29億2440万円 27億9540万円 23億9560万円 22億8580万円
実質市負担額 6億5570万円※2 6億960万円 5億6640万円 4億3240万円 3億9570万円
想定維持管理費※1 約4900万円/年 約6000万円/年 約5600万円/年 約4700万円/年 約4000万円/年

備　考 プロポーザル提案
時の案

市民要望※3を取り
入れた案

席数を100減らした案（2F
トイレ・エレベーター無）

席数を200減らした案
（多目的ホール無） 大ホールのみ

※ 1　想定維持管理費は、他施設の例を基本に1㎡あたり1万4千円程度要すると仮定して参考までに算定した数値。
※ 2　当初提案時は、社会資本総合整備事業交付金による財源充当を想定しておらず、これを含めていない。
※ 3　市民要望等による主な変更は、⑴調理・給湯室の増設、⑵トイレ設置数の増、⑶諸室の設置数増と防音設計、⑷収納庫の増設等。

市
民
と
熱
い
議
論　
　
　
　
■
「
文
化
会
館
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 を
開
催（
9
／
29
）
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震
災
以
降
の
建
築
物
価
の
異
常
な

　

高
騰
に
よ
っ
て
、
概
算
事
業
費
が

　

増
大
。

 

・
当
初
想
定
し
た
事
業
費
23
億
円
を

　

勘
案
し
、
外
壁
部
分
の
圧
縮
、
木

　

造
部
分
の
拡
大
等
の
工
夫
を
行
っ

　

た
う
え
で
、
建
築
コ
ス
ト
を
抑
え

　

Ａ
～
Ｄ
の
４
案
を
提
示
。

■
設
計
案
に
対
す
る
市
の
方
針

　

当
初
、
23
億
円
の
事
業
費
が
妥
当

と
の
判
断
に
立
ち
、
市
議
会
や
市
民

の
皆
さ
ん
に
提
示
し
、
具
体
的
な
協

議
を
進
め
て
き
た
。
全
国
的
な
資
材

費
や
人
件
費
等
の
高
騰
に
加
え
、
消

費
税
率
の
改
定
が
予
定
さ
れ
る
中
、

事
業
費
と
建
物
の
機
能
を
ど
の
程
度

に
す
る
の
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
事
業
費
が
５
億
円
程
度
増

し
た
場
合
の
内
訳
は
、
建
築
物
価
の

上
昇
が
１
億
３
０
０
０
万
円
、
消
費

実録・市民の皆さんとともにつくる文化会館

■

会
場
か
ら
の
質
疑
・
意
見

（
事
業
費
に
関
す
る
こ
と
）

 

・
財
源
が
気
に
な
る
が
、
市
民
の
要
望
に

基
づ
く
機
能
を
低
下
さ
せ
ず
に
、
Ａ
案
で

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
→
六
ペ
ー
ジ
の
表
に
よ
っ
て
説
明
。

 

・
事
業
費
は
今
後
、
上
が
ら
な
い
の
か
？

　
→
震
災
後
の
物
価
上
昇
は
落
ち
着
く
見

通
し
だ
が
、
上
が
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。

 

・
追
加
要
望
に
よ
っ
て
事
業
費
が
増
し
た

プ
ロ
セ
ス
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
→
市
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
文
化
会
館

部
会
と
議
論
し
た
結
果
、
必
要
と
思
わ
れ

る
機
能
等
を
取
り
入
れ
事
業
費
が
増
大
。

本
日
の
議
論
を
含
め
て
見
直
し
の
余
地
は

あ
る
。

（
文
化
会
館
の
機
能
に
関
す
る
こ
と
）

 

・
モ
ノ
の
価
値
観
や
人
の
動
き
方
な
ど
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
中
、
文
化
的
施
設
と

し
て
の
機
能
を
大
事
に
し
つ
つ
、
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
き
で
も
市
内
外

か
ら
人
が
集
え
る
よ
う
な
工
夫
を
施
し
て

ほ
し
い
。

　
→
様
々
な
世
代
の
方
々
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
造
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
施

設
に
し
た
い
。
ま
た
、
企
画
運
営
も
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
→
（
設
計
者
）
ホ
ー
ル
そ
の
も
の
の
機

能
と
併
せ
て
、
公
共
施
設
は
「
市
民
の
広

場
」
と
し
て
の
使
命
を
持
つ
。
木
柱
回
廊

の
空
間
を
一
番
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
小
中
学
校
の
生
徒
や
子
育
て
世
代

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
も
設
計
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
→
（
文
化
会
館
部
会
長
）
12
回
の
部
会

の
中
で
、
豪
華
な
機
能
を
求
め
る
の
で
な

く
、
ど
の
よ
う
な
機
能
が
必
要
か
を
優
先

し
て
検
討
し
て
き
た
。

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
構
想

に
も
小
ホ
ー
ル
が
あ
る
が
、
そ
の
必
要
性

は
？

　
→
完
成
後
の
企
画
運
営
に
つ
い
て
は
非

常
に
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
設
計
者
の
香

山
壽
夫
建
築
研
究
所
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
管
理
運
営
に
関
す
る
計
画
策
定
が
必
要

と
な
る
が
、
そ
の
過
程
で
市
民
の
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
。

　
→
小
ホ
ー
ル
は
、
コ
ミ
セ
ン
部
会
と
文

化
会
館
部
会
で
議
論
を
深
め
て
い
る
が
、

双
方
の
ホ
ー
ル
機
能
を
調
整
し
不
要
で
あ

れ
ば
見
直
す
必
要
も
あ
る
。

　
→
（
設
計
側
）
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
と
同

じ
空
間
を
有
す
る
た
め
練
習
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
非
常
に
大
切
。

（
席
数
に
関
す
る
こ
と
）

・
座
席
数
の
算
定
基
準
は
？

　
→
４
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
最

も
多
か
っ
た
意
見
が
７
０
０
～
８
０
０
席
。

類
似
都
市
で
も
一
番
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る
席
数
。

　
現
在
の
文
化
会
館
は
約
１
０
０
０
席
だ

が
近
年
は
満
席
の
使
用
は
少
な
い
。
く
じ

ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
は
、
５
０
０
席
で
あ
り
、

５
０
０
席
以
上
１
０
０
０
席
未
満
と
し
た
。

 

・
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
５
０
０
席
が
満

席
に
な
る
回
数
は
？

　
→
瀧
廉
太
郎
を
偲
ぶ
音
楽
祭
等
が
最
も

来
場
者
が
多
い
。（
参
考
ま
で
に
年
間
利

用
実
績
を
報
告
）

　

→
本
当
に
必
要
な
席
数
は
何
席
な
の

か
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見
る

と
５
０
０
席
か
ら
７
０
０
席
あ
た
り
が
議

論
の
中
心
に
な
る
が
、
大
切
な
こ
と
は

７
０
０
席
必
要
と
決
め
た
ら
７
０
０
席
を

埋
め
る
企
画
運
営
を
打
ち
出
し
て
い
く
気

概
と
情
熱
を
持
っ
た
人
材
・
集
団
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
。

 

・
施
設
の
機
能
を
決
め
て
か
ら
席
数
を
導

く
と
よ
い
の
で
は
。

　
→
現
在
の
文
化
会
館
の
１
０
０
０
席
で

良
い
の
で
は
？
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

興
業
的
に
も
１
０
０
０
席
必
要
と
の
意
見

も
あ
る
。「
何
を
や
り
た
い
の
か
」「
何
を

や
る
の
か
」
を
決
め
な
い
と
席
数
が
決
め

ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
建
築
費

や
後
年
度
負
担
を
考
え
て
慎
重
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
→
（
設
計
者
）
竹
田
市
は
、
行
政
と
市

民
が
席
数
の
こ
と
で
き
ち
ん
と
冷
静
に
議

論
を
さ
れ
て
い
る
が
、
他
都
市
で
は
、
そ

の
よ
う
な
例
は
少
な
い
。
こ
の
こ
と
を
き

ち
ん
と
議
論
し
よ
う
と
す
る
竹
田
市
の
姿

が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
。

　
客
席
を
決
め
る
根
拠
は
、
舞
台
と
客
席

の
距
離
と
空
間
が
重
要
で
「
観
る
」
と
「
聴

く
」
を
意
識
し
て
、
席
数
を
導
く
。
劇
場
、

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
な
ど
の
種
類
に
よ
っ
て
適
正
規
模
は
異

な
る
。

（
意
見
交
換
の
場
の
設
定
に
関
す
る
こ
と
）

 

・
時
間
的
な
制
約
も
あ
る
が
、
今
後
も
夢

の
あ
る
提
案
が
で
き
る
場
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

　
→
こ
の
提
案
は
完
成
さ
れ
た
も
の
で
な

く
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

設
計
に
練
り
上
げ
て
い
く
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
。
機
能
に
つ
い
て
な
ど
、
後
日
の

提
案
で
も
構
わ
な
い
。

 

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
建
設
後
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
運
営
内
容
を
話
し

合
っ
て
き
た
。
今
後
も
協
議
を
継
続
す
る

中
で
、
よ
り
良
い
施
設
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

 

・「
誰
が
何
に
使
う
の
か
」
が
一
番
重
要
。

今
後
そ
の
議
論
に
参
加
し
て
い
き
た
い
。

　
→
今
後
、
そ
の
よ
う
な
場
を
設
け
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
是
非
若
い
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
た
い
。

税
改
定
分
が
４
２
０
０
万
円
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
よ
り
３
億

３
０
０
０
万
円
、
計
５
億
２
０
０
万

円
の
上
昇
と
な
る
。

　
一
方
、当
初
は
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
９

億
４
５
０
０
万
円
）
を
獲
得
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
市
の
実
質
負
担
額
は

Ｂ
案
の
場
合
で
５
億
６
６
４
０
万
円

余
（
当
初
６
億
５
５
７
０
万
円
）
と

な
る
。

　

ま
た
、
木
造
部
分
に
は
地
元
の
木

材
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ス

ト
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に

身
近
な
施
設
と
し
て
の
意
識
を
醸
成

さ
れ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
Ｂ
案
の
席
数
６
０

０
席
、
総
事
業
費
約
28
億
円
を
議
論

の
基
軸
と
し
方
向
性
を
示
し
た
い
。

　

文
化
・
芸
術
を
生
み
出
す
拠
点

で
あ
る
文
化
会
館
は
必
要
で
あ
る

が
、
企
画
運
営
に
関
し
て
は
、
成
功

事
例
で
あ
る
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
に
学
ぶ

と
と
も
に
、
企
画
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
招
聘
、
市
民
ス
タ
ッ
フ
の
育
成

等
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
新
文

化
会
館
が
指
定
管
理
と
な
っ
た
場
合

の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
直
営

で
行
っ
て
い
る
現
在
の
文
化
会
館
の

維
持
管
理
費
に
比
べ
て
、
年
間
約

３
０
０
０
万
円
が
増
す
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。
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市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
多
数
の
市

民
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
は
一
定
の
制
限
が

あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
ま
た
第

３
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
若
年
層
か

ら
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
10
月
13
日
、
若
者
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
っ
た
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
若
者
視
点
か
ら
の
意

見
を
き
く
た
め
の
組
織
「
ま
ち
づ
く

り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」、
竹
田
市

を
元
気
に
す
る
た
め
に
様
々
な
職
業

や
立
場
の
女
性
が
集
ま
っ
た
グ
ル
ー

プ
「
竹
田
カ
タ
リ
ヤ
」、「
ま
ち
づ
く

り
会
社
（
ア
グ
ル
）」
の
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　

で
あ
り
、
⑴
予
算
を

　
　
　
　
　

含
め
た
施
設
の
規
模

　
　
　
　
　

の
妥
当
性
、
⑵
建
設

後
の
企
画
・
運
営
体
制
、
こ
れ
ら
２

つ
の
大
き
な
課
題
の
解
決
を
目
的
と

し
ま
し
た
が
、
議
論
は
多
方
面
に
広

が
り
ま
し
た
。

■
目
的
の
明
確
化

　

高
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
者

か
ら
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
声
楽
家

に
育
っ
た
人
も
多
い
な
か
、
竹
田
の

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
は
旧
岡
本
小
学
校

の
図
書
室
で
練
習
を
し
、
高
校
生
の

定
期
演
奏
会
は
隣
市
の
エ
イ
ト
ピ
ア

を
会
場
と
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

　

文
化
会
館
は
必
要
と
い
う
意
見
が

大
勢
を
占
め
る
一
方
で
、
文
化
に
関

心
は
少
な
く
建
設
は
不
要
と
の
意
見

も
残
る
。

　

昔
あ
っ
た
か
ら
造
る
と
言
う
短
絡

的
な
発
想
で
は
な
く
、
声
楽
コ
ン
ク

ー
ル
や
瀧
廉
太
郎
を
生
ん
だ
町
と
し

て
の
誇
り
を
持
て
る
よ
う
、
目
的
の

明
確
化
と
と
も
に
、
建
設
の
必
要
性

を
感
じ
な
い
人
た
ち
に
分
か
っ
て
も

ら
え
る
ソ
フ
ト
戦
略
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
。

■
人
々
が
集
え
る
場
所
に

　

文
化
会
館
は
国
道
か
ら
見
え
て
市

外
の
人
た
ち
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

場
所
に
あ
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
て
い
な
い
時
で
も
多
く
の
人
が

集
ま
れ
る
施
設
と
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
企

画
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

文
化
会
館
の
エ
リ
ア
全
体
を
ど
の
よ

う
に
作
り
上
げ
て
い
く
の
か
、
そ
の

展
望
が
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
を
集
め
る

た
め
に
は
、
文
化
会
館
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ホ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
竹
田
に
増

え
つ
つ
あ
る
芸
術
家
や
ア
ー
チ
ス
ト

の
作
品
展
示
や
販
売
の
場
と
す
る
な

ど
、
文
化
会
館
の
総
合
的
な
機
能
を

考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

■
周
辺
の
整
備
と
一
体
的
な
建
設
を

　
単
に
建
物
を
造
る
と
い
う
考
え
で

は
な
く
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
文
化
施
設

と
し
て
利
用
し
な
い
人
で
も
、
施
設

を
使
用
す
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
文

化
会
館
の
外
周
の
水
辺
を
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
周
辺
の
水
辺
環
境
を
浄
化

シ
ス
テ
ム
で
整
備
し
「
湧
水
の
ま
ち

竹
田
」
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
外
観
や
周
囲

の
景
観
も
併
せ
て
新
た
な
竹
田
の
資

源
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

■
世
代
間
の
差

　

高
齢
者
に
「
子
供
や
孫
の
代
に
施

設
を
残
し
た
い
」と
の
意
見
が
多
く
、

最
も
早
く
文
化
会
館
復
興
の
た
め
の

義
援
金
を
寄
附
さ
れ
た
の
が
久
住
地

区
の
敬
老
会
だ
っ
た
こ
と
は
印
象
的

な
出
来
事
。

　
一
方
、
人
口
減
少
や
社
会
保
障
費

の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
若
年

層
に
は
将
来
へ
の
不
安
を
払
拭
で
き

ず
、
年
間
３
千
万
円
程
度
増
え
る
運

営
費
の
負
担
を
警
戒
す
る
声
も
少
な

く
な
い
。

　

建
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
反
面
、
国
の
有
利
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
は
残
さ

れ
た
時
間
が
無
い
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、「
慎
重
に
」
検
討
す
る
の
か
、「
勇

気
あ
る
第
一
歩
」
を
踏
み
出
す
の
か
、

世
代
間
に
感
覚
の
差
が
顕
著
に
見
ら

れ
る
。

心
を
澄
ま
し
て
若
者
た
ち
の
意
見
を
聞
く
■「
若
者
と
の
意
見
交
換
会
」を
開
催（
10
／
13
）

↑若者視点からの意見、提案などを聞く首藤市長

■基本設計・実施設計　平成 26 年度～平成 27 年度
■建設工事　　　　　　平成 28 年度～平成 29 年度
■管理運営計画　　　　平成 27 年度～平成 28 年度
■開館準備等　　　　　平成 29 年度～平成 30 年秋
■開館　　　　　　　　平成 30 年秋
◇解体工事（現文化会館、中央公民館）平成 27 年度
◇竹田市体育センター災害復旧工事　平成 27 年度

新文化会館の外観イメージ図

今後の
スケジュール

※現時点での設計案
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ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
⑴
周
辺

と
の
一
体
的
な
整
備
、
⑵
目
的
の
明

確
化
と
情
報
共
有
な
ど
、
有
意
義
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で

「
よ
り
若
い
人
の
意
見
を
」「
も
っ
と

町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
た
い
」
の

意
見
も
あ
り
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
形

で
、
10
月
18
日
、
若
い
経
営
者
や
Ｕ

実録・市民の皆さんとともにつくる文化会館

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
若
者
を
中
心

と
し
た
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
「
文
化

会
館
を
語
る
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
『
最
終
決
断
ま
で
時
間

が
無
い
が
』
と
前
置
き
し
た
上
で
、

「
あ
の
時
に
も
う
少
し
考
え
て
い
れ

ば
と
い
う
思
い
を
後
世
に
残
さ
な
い

よ
う
率
直
な
意
見
を
聞
き
た
い
」
と

切
り
出
し
た
後
、
多
く
の
有
意
義
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
外
観
に
温
か
さ
を

　

建
物
の
規
模
や
機
能
は
非
常
に
重

要
だ
が
、
そ
の
外
観
や
周
辺
整
備
は

同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
。
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
、
落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン

等
、
好
み
は
分
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、

例
え
ば
、
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
な
温
か
み
の
あ

る
外
観
に
し
て
ほ
し
い
。

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
併
設
を

　

文
化
に
関
心
の
薄
い
人
た
ち
に
と

っ
て
も
文
化
会
館
を
身
近
な
施
設
と

　

市
執
行
部
が
、
前
回
ま
で
に
示
し

４
案
（
本
号
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
加

え
、
２
階
部
分
に
ト
イ
レ
と
エ
レ
ベ

ー
タ
を
備
え
た
６
０
０
席
の
案
を
新

た
に
提
示
す
る
な
か
、
文
化
会
館
部

会
で
の
検
討
結
果
や
若
年
層
の
意
見

等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
単
に
建
設

費
用
や
施
設
の
規
模
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
づ
く
り
、
防
災
、
企
画
管
理
、

他
施
設
の
状
況
等
、
様
々
な
面
か
ら

検
討
さ
れ
た
な
か
で
の
意
見
集
約
と

な
り
ま
し
た
。 

　
７
０
０
席
と
し
た
大
き
な
理
由
は
、

①
市
民
の
強
い
要
望
、
②
部
会
の
意

見
尊
重
、③
利
用
率
の
向
上
の
ほ
か
、

市
執
行
部
案
の
６
０
０
席
と
比
較
し

て
建
設
費
・
維
持
管
理
費
が
そ
れ
ほ

ど
ま
で
上
昇
し
な
い
見
込
み
で
あ
る

こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
る
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

人
に
も
利
用
で
き
る
施
設
と
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
別
に
改
築

す
る
予
定
の
体
育
館
と
併
せ
て
、
シ

ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を

設
置
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し

い
。

■
本
物
が
育
つ
場
所
に

さ
ら
な
る
対
話
行
政
の
推
進　

■
若
年
層
市
民
と「
文
化
会
館
を
語
る
会
」を
開
催（
10
／
18
）

↑膝をつき合わせ、若年層市民の本音を聞く機会となった

  

市
議
会　
主
要
公
共
施
設
調
査
特
別
委
員
会

　

外
か
ら
一
流
の
芸
術
家
を
招
く
こ

と
は
必
要
だ
と
思
う
が
、
も
っ
と
重

要
な
こ
と
は
市
民
が
あ
の
場
所
か
ら

「
本
物
に
育
つ
こ
と
」
だ
と
思
う
。

　
ハ
コ
モ
ノ
に
頼
ら
な
く
て
も
文
化

活
動
は
で
き
る
が
、
大
き
な
予
算
を

使
っ
て
建
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市

民
が
育
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
意
味
が

無
い
。そ
の
よ
う
な
場
所
に
し
た
い
。

　
　

*

　
会
で
は
、
文
化
会
館
の
建
設
そ
の

も
の
に
反
対
す
る
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
普
段
、
意
見
を
聞
く
機
会

の
少
な
い
市
民
と
膝
を
交
え
て
自
由

闊
達
に
議
論
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で

目
の
届
い
て
い
な
か
っ
た
視
点
か
ら

の
提
案
が
あ
り
、
非
常
に
有
意
義
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
ホ
ー
ル
に
７
０
０
席
」案
で
集
約
さ
れ
る

■

市
民
み
ん
な
の
文
化
会
館
に

　

市
で
は
、
市
議
会
主
要
公
共
施

設
調
査
特
別
委
員
会
の
意
見
を
添

え
て
、
10
月
22
日
に
文
化
会
館
部

会
を
開
催
し
た
う
え
で
、
最
終
的
に

７
０
０
席
の
案
で
実
施
設
計
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
外
観
に
関
す
る
指
摘
等
、
細

部
の
検
討
を
行
う
必
要
性
が
ま
だ
残

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
か
ら
は

「
行
政
が
こ
こ
ま
で
市
民
と
対
話
す

る
例
は
少
な
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
残
さ
れ
た

課
題
解
決
の
た
め
に
は
今
後
も
情
報

共
有
・
意
見
交
換
の
場
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、
文
化
会
館
の
建
設
に
目
処

は
立
っ
て
も
、
建
設
後
に
は
管
理
運

営
の
た
め
の
予
算
を
必
要
と
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
確
保
し
た
３
億

円
の
予
算
は
あ
る
も
の
の
健
全
な
管

理
運
営
に
向
け
た
検
討
も
併
せ
て
深

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

今
後
は
、
施
設
の
完
成
を
待
ち

望
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
か
つ
弾
力
的

に
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
業
を
具
体
化

し
、
最
終
的
な
基
本
設
計
の
パ
ー
ス

図
や
模
型
等
を
年
内
に
は
公
表
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

■
多
く
の
人
の
意
見
に
耳
を

　

も
っ
と
多
く
の
若
い
世
代
と
の
意

見
交
換
を
行
う
中
で
、
将
来
に
向

け
て
多
く
の
考
え
方
を
吸
い
上
げ
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。
一
方
で
、
市
民
の
役
割
・
使
命

と
し
て
、
自
ら
文
化
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
意
気
込
み
が
必
要
と
の
考
え

方
も
示
さ
れ
た
。

　

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
建
設
を
見
守

る
た
め
に
は
、
見
え
な
い
未
来
を
皆

と
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
時
点

で
多
く
の
情
報
を
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
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「
第
70
回
国
民
体
育
大
会
２
０
１
５
紀
の

国
わ
か
や
ま
国
体
」
の
山
岳
競
技
が
10
月

５
日
、
和
歌
山
県
み
な
べ
町
立
南
部
小
体

育
館
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、「
成
年
男
子

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
部
」
に
出
場
し
た
一
宮

大
介
さ
ん
（
ス
ハ
ラ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
・

竹
田
高
校
出
身
）、
島
田
蒼
也
さ
ん
（
山
口

大
３
年
・
竹
田
高
校
出
身
）
の
ペ
ア
が
見

事
栄
冠
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

一
宮
大
介
さ
ん
は
「
今
回
の
和
歌
山
国

体
を
終
え
て
、
正
直
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る

部
分
が
大
き
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
優
勝

出
来
た
喜
び
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

に
や
っ
と
結
果
が
出
た
と
言
う
安
堵
感
が

勝
っ
て
ま
す
。
今
ま
で
、
大
分
県
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
、
期
待
さ
れ
て
、
こ
の

結
果
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」、
島
田
蒼
也
さ
ん

は
「
一
宮
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
３
回
目
の
国
体
出
場
。
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
が
嬉
し
い
。
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
れ
た
関
係
者
の
方
や
親
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
大
会
で
も
し
っ
か
り

結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
、

故
郷
に
向
け
て
、
喜
び
の
言
葉
を
寄
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
第
70
回
国
民
体
育
大
会
２
０
１
５
紀
の

国
わ
か
や
ま
国
体
」
の
ラ
イ
フ
ル
競
技
が

９
月
27
日
、
和
歌
山
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

で
開
催
さ
れ
、「
ラ
イ
フ
ル
競
技　

少
年
女

子
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル 

40
発
の
部
」
に
出
場

し
た
由
布
高
校
３
年
の
山
田
愛
さ
ん
が
見

事
全
国
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

予
選
は
第
４
位
で
通
過
。
決
勝
で
は
高

得
点
を
次
々
と
マ
ー
ク
し
、
勝
負
は
１
位

タ
イ
の
ま
ま
、
同
ス
コ
ア
で 

ラ
ス
ト
一
発

の
勝
負
に
な
り
ま
し
た
。
惜
し
く
も
敗
れ

た
も
の
の
、
昨
年
決
勝
に
残
れ
な
か
っ
た

悔
し
さ
を
乗
り
越
え
、
堂
々
と
し
た
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　
「
準
優
勝
は
悔
し
か
っ
た
で
す
が
、
今
ま
で

の
試
合
の
中
で
、
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
」。

　

ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
は
高
校
生
の
大
会
ま

で
で
、区
切
り
。
今
後
は
「
エ
ア
ピ
ス
ト
ル
」

競
技
の
道
へ
進
み
ま
す
。
山
田
さ
ん
は
高

校
３
年
間
を
振
り
か
え
り
、「
最
初
は
嫌
々

で
し
た
。
で
も
、
他
県
の
友
達
や
ラ
イ
バ

ル
が
で
き
て
、
充
実
し
た
生
活
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。
続
け
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
う
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

竹田高校出身の若きクライマーが快挙！

一
い ち み や

宮さん・島
し ま

田
だ

さんペア
成年男子ボルダリングで国体優勝

山
や ま

田
だ

　愛
めぐみ

さん（由布高３年・直入中学校出身）

　ビームピストル40発の部で国体準Ｖ！

↑国体優勝に輝いた島田蒼也さんと、一宮大介さん（写真左から）

すごいぞ！竹田
夢の舞台「国体」で大活躍

↑国体準優勝を飾った山田愛さん
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企画情報

  
若
者
向
け
の
賃
貸
住
宅
が
完
成
！

農
村
に
住
処
あ
り
ま
す

　

竹
田
市
君
ヶ
園
に
あ
る
九
州
電
力

株
式
会
社
の
旧
社
宅
（
名
水
寮
）
を

市
が
購
入
し
、
こ
の
ほ
ど
若
者
定
住

促
進
住
宅
「
君
ヶ
園
ハ
イ
ツ
」
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
部
屋

は
単
身
者
用
18
戸
、
世
帯
用
２
戸
。

　

入
居
者
募
集
を
前
に
、
内
覧
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
市
内
に
居
住
を

希
望
し
て
い
る
方
は
も
と
よ
り
、
近

隣
市
町
村
か
ら
通
勤
す
る
従
業
員
を

抱
え
て
い
る
企
業
の
皆
様
に
も
広
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
係
員
が
現
地
に
常
駐
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
「
見
学
希
望
」
の
日
時
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
内
覧
会
の
期
間

　

11
月
16
日
㈪
～
30
日
㈪

　

※
土
・
日
・
祝
日
除
く

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
企
画
情
報

　
　
　
　

課
農
村
回
帰
推
進
室

　
　
　
　
　
☎
63-

４
８
０
１
（
内
線

　
　
　
　

２
２
４
）

短
歌
と
俳
句
の
秘
密
結
社

「
エ
フ
ー
デ
ィ
の
会
」竹
田
に
参
上

 

月
に
一
度
、
都
内
で
歌
会
と
句
会

を
交
互
に
行
う
、
歌
人
・
俳
人
・
詩

人
・
小
説
家
ら
の
グ
ル
ー
プ
「
エ
フ

ー
デ
ィ
の
会
」
が
9
月
26
日
か
ら
28

日
の
３
日
間
、
竹
田
市
で
取
材
旅
行

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
お
越
し
に

な
っ
た
の
は
、
地
元
出
身
の
歌
人
川

野
里
子
さ
ん
や
、
小
説
家
の
三
浦
し

を
ん
さ
ん
を
は
じ
め
、
現
代
文
芸
の

最
前
線
で
活
躍
す
る
若
手
か
ら
中
堅

の
歌
人
や
俳
人
等
計
７
名
で
す
。

　
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
久
住
高
原
」

を
題
材
に
、
短
歌
・
俳
句
・
詩
・
エ

ッ
セ
イ
等
を
制
作
す
る
た
め
、
市
内

に
残
る
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
ス
ポ
ッ
ト

や
久
住
高
原
を
市
民
ガ
イ
ド
の
案
内

で
散
策
。
ま
た
27
日
、
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『
作
家
が
語
る
＋

作
家
と
語
ろ
う
』
と
題
し
た
、
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
県
外
か
ら
参

加
し
た
熱
心
な
フ
ァ
ン
を
含
め
、
約

１
３
０
名
の
来
場
者
が
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
た
メ
ン
バ
ー
の「
本
音
ト
ー
ク
」

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

１階（世帯用）

２階（単身用）

３階・４階（単身用）

↑市内を散策するエフーディの会のみなさん。今回 
　の取材旅行を経て制作した作品は、来春に書籍化
　される予定。

石村由起子さんが語る

「積み重ねてきた暮らし」
　10 月 12 日、生活そのものが注目の対象である石
村由起子さん（カフェギャラリー「くるみの木」、 ミ
シュラン一つ星のホテルレストラン『秋篠の森「な
ず菜」』のオーナー）をお招きし、石村さん流のラ
イフスタイルについて語っていただくトークショー
が御客屋敷（寺町）で 開催されました。市内外か
ら 43 名が参加。
　石村さんは、魅力的な〝竹田暮らし〟について、
ご自身の生い立ちや経営等の体験エピソードを交え
ながら「人は一番の宝もの。まちづくりも愛のある
熱い〝人〟がどれだけいるかが大事だと思う」と話
してくれました。

「お客様が喜んでい
ただけること」の
大切さを説く石村
さん　　　　　 →

外　観

す　
　
み　
　

か

○ファミレス ○コンビニ

○スーパー○コンビニ

○
コイン
ランドリー

◎病院◎南部小

◎幼稚園

国道57号←熊本へ

→
大
分
市
へ

■玉来駅

市営

住宅

君ヶ園
ハイツ

君ヶ園ハイツ概要
階 種別 広さ 戸数 構　　造 家　賃

1 階
世帯用① 62㎡ 1 北側 3 ＬＤＫ 32,000 円

世帯用② 74㎡ 1 南側 2 ＬＤＫ 38,000 円

2 階 単身者用 22㎡ 6 風呂とトイレが別 18,500 円

3 階 単身者用 22㎡ 6 ユニットバス 18,500 円

4 階 単身者用 22㎡ 6 ユニットバス 18,500 円
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10
月
18
日
正
午
過
ぎ
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
昨
年
優
勝
者
の
岡
友
一
さ
ん

（
鹿
児
島
国
際
大
学
国
際
文
化
学
部

音
楽
科
１
年
）
と
昨
年
２
位
の
中
村

仁
さ
ん
（
県
立
芸
術
緑
丘
高
等
学
校

音
楽
科
３
年
）
が
ウ
ィ
ー
ン
留
学
報

告
演
奏
会
と
し
て
、
成
長
し
た
歌
声

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
選
の
歌
唱
を
終
え
た
11
名
が
見

守
る
な
か
、
審
査
発
表
へ
と
続
き
ま

す
。
審
査
の
結
果
、
塩
谷
梨
奈
さ
ん

（
活
水
高
等
学
校
２
年
〔
長
崎
県
〕・

17
歳
）
が
今
年
の
第
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。

　

塩
谷
さ
ん
に
は
文
部
科
学
大
臣
賞

や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
賞
を
は
じ
め
、
後

援
団
体
各
賞
、
瀧
廉
太
郎
賞
と
し
て

ウ
ィ
ー
ン
留
学
助
成
金
60
万
円
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
で
２
年
連
続
出

場
。
昨
年
の
本
選
出
場
を
果
た
せ
な

か
っ
た
悔
し
い
思
い
を
バ
ネ
に
、
こ

の
一
年
猛
練
習
に
励
み
、
見
事
念
願

の
〝
日
本
一
〟
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
「（
優
勝
が
決
ま
っ
て
）
ま
だ
実
感

が
湧
き
ま
せ
ん
が
、
練
習
し
た
す
べ

て
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
の
ウ
ィ
ー
ン
留
学
は
、
初
め
て

の
海
外
で
す
の
で
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
吸
収
し
た
い
で
す
」

　

中
学
３
年
時
か
ら
本
格
的
な
声
楽

を
始
め
、「
将
来
も
音
楽
に
携
わ
れ

る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
夢
を
持
つ

塩
谷
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
を
前
に
、
伊
原
直
子
審
査

委
員
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　
「
今
も
こ
れ
か
ら
先
も
基
本
を
大

事
に
し
て
く
だ
さ
い
。
心
を
豊
か
に

す
る
音
楽
が
で
き
る
喜
び
を
忘
れ
ず

に
、
将
来
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う

地
道
に
音
楽
の
道
を
続
け
て
く
だ
さ

い
」

　

こ
の「
音
楽
の
ま
ち
竹
田
」は
、
瀧

廉
太
郎
の
〝
夢
〟
を
受
け
継
い
で
く

れ
る
若
き
声
楽
家
の
誕
生
を
こ
れ

か
ら
も
見
届
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

第69回瀧廉太郎記念 全日本高等学校声楽コンクール

新しい時代に 歌声が響く
全国から訪れた、史上最多 35 名の出場者による熱唱が素晴らしい『感動』を与えてくれました

  第 69 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール結果
第１位　活水高等学校２年（長崎県）　　　　　　　　　　　　　　塩谷　梨奈
第２位　香川県立坂出高等学校３年（香川県）　　　　　　　　　　中井　香江
第３位　鹿児島県立松陽高等学校３年（鹿児島県）　　　　　　　　大澤　桃佳
優秀賞　宇都宮短期大学附属高等学校２年（栃木県）　　　　　　　早川　　愛
優秀賞　兵庫県立姫路南高等学校３年（兵庫県）　　　　　　　　　坂本　樹生
優秀賞　京都市立京都堀川音楽高等学校３年（京都府）　　　　　　前川そふぃあ
優良賞　岐阜県立斐太高等学校３年　（岐阜県）　　　　　　　　　 役田　綾音
優良賞　佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校３年（佐賀県）　 福本　優華
優良賞　大分東明高等学校１年（大分県）　　　　　　　　　　　　石本　高雅
優良賞　宮崎学園高等学校３年（宮崎県）　　　　　　　　　　　　德田あさひ
優良賞　広島県立高陽東高等学校３年（広島県）　　　　　　　　　白砂　智子
 　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　※優秀賞、優良賞は本選歌唱順（敬称略）

【写真説明】　①第２位の中井香江さん　②ユルゲン・エルンスト国際メンデル
スゾーン基金事務総長から「ライプツィヒ賞」などが優勝者に贈られた　③ロ
ビーで実行委員が「おもてなしカフェ」　④昨年優勝者のウィーン留学報告　⑤
伊原審査委員長の総評　⑥「荒城の月」を全員合唱でフィナーレ

優勝の栄冠に輝いた塩谷
梨奈さんの熱唱（活水高
等学校２年〔長崎県〕）

①

③

⑤

②

④

⑥
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第 69 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

　

瀧
廉
太
郎
記
念
館
運
営
委
員
顧

問
、
浅
野
喜
代
子
さ
ん
（
大
分
市
）

が
９
月
23
日
、ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
浅
野
さ
ん
は
親
族
代
表
と
し

て
、
毎
年
命
日
の
６
月
29
日
に
開
か

れ
る
「
瀧
廉
太
郎
追
悼
祭
」
や
若
き

声
楽
家
の
登
竜
門
の
「
瀧
廉
太
郎
記

念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」
ほ
か
、
昨
年
は
瀧
廉
太
郎
記
念

館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
式
典
に
も
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廉
太
郎
の
父
吉
弘
氏
に
よ

る
直
筆
の
御
軸
を
市
に
寄
贈
さ
れ
、

い
つ
も
「
竹
田
」
に
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
、
次
の
よ
う
な
思
い

出
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
あ
の
憧
れ
の
天
才
作
曲
家
が
い

つ
も
身
近
に
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
温
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
私

は
昨
年
３
月
初
旬
、
桂
三
枝
改
め

桂
文
枝
さ
ん
の
襲
名
披
露
公
演
会
・

大
千
秋
楽
の
こ
と
が
蘇
っ
て
参
り
ま

す
。
楽
屋
で
文
枝
さ
ん
を
囲
ん
で
い

る
の
は
、
東
陽
一
さ
ん
（
東
く
め
さ

ん
の
孫
）
ご
夫
妻
、
そ
し
て
浅
野
喜

代
子
さ
ん
と
ご
長
男
・
裕
史
さ
ん
、

お
孫
さ
ん
の
輝
久
さ
ん
で
写
真
に
納

ま
り
ま
し
た
。
文
枝
さ
ん
の
創
作
落

語
『
熱
き
想
い
を
花
と
月
に
馳
せ
て

～
瀧
廉
太
郎
物
語
～
』
が
演
じ
ら

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
時
ほ

ど
、
私
は
竹
田
市
民
と
し
て
誇
ら
し

く
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
さ
に
、『
世
界
の
中
の
竹
田
』

を
意
識
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
」

　
『
故
浅
野
さ
ん
の
思
い
』
を
こ
の

竹
田
の
地
で
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
楽

聖
瀧
廉
太
郎
の
顕
彰
を
ま
す
ま
す
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
追
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

瀧
廉
太
郎
の

妹
ス
ミ
の
孫　

浅あ
さ

野の

き

よ

こ

喜
代
子
さ
ん
が
ご
逝
去

↑桂文枝襲名披露公演・創作落語「瀧
廉太郎物語」に招待された浅野さん 故 浅野喜代子 さん

瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コン
クールでは親族代表として表彰式に出
席。廉太郎記念館では交流も。

←廉太郎の父・吉弘氏が書いた直
　筆の御軸を寄贈していただいた

↑廉太郎記念館リニューアル
　式典に出席（H26.4）

「声楽」に親しんで 
　市内学校でアウトリーチ公演
　10 月６日、高校生に本格的な音楽に触れて
もらおうと、バリトン歌手の新見準平さんの

「アウトリーチ」公演（瀧廉太郎記念音楽祭実
行委員会主催）が竹田中学校、竹田高校の２校
で行われました。
　新見さんは本市主催の「瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール」に 12 年前に出場し、
優秀賞に輝きました。その後、東京藝大音楽学
部を卒業。同大学院音楽研究科修士課程独唱専
攻修了、同大学音楽学部音楽研究センターを経
て、2013 年にオーストラリア・ウィーンに留学。
現在、国内外で幅広く活動をしています。
　竹田高校の公演では、これまでの生い立ちや
海外での活動エピソードを交えながら、瀧廉太
郎作曲の「荒城の月」、シューベルト作曲の「魔
王」など４曲を披露。最後に、 「みなさんも失
敗を恐れずに、世界に羽ばたいてほしい」と熱
いメッセージを贈りました。

↑市内の中高生に音楽の素晴らしさを伝える新見さん

↑記念館の蔵に入りきれないほど大盛況

出場者有志がミニコンサート
　「瀧廉太郎が育った場所で歌いたい」と声楽
コンクール終了後、出場者の有志が瀧廉太郎記
念館に集い、ミニコンサートが開催されました。
響きわたる歌声に大きな拍手。会場には本選に
行けなかった市民らが「今年の受賞者の歌声を
聞きたい」と駆けつけ、大いに盛り上がりまし
た。
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強化宣言
滞
納
は
、納
税
し
て
い
る
人

と
の
公
平
性
を
欠
く
行
為

　

地
方
自
治
は
税
金
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
納
税
者
が
福

祉
や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
る
の
で

す
。
市
税
の
滞
納
は
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
納

期
内
に
税
金
を
き
ち
ん
と
納
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
大
多
数
の
善

良
な
納
税
義
務
者
と
の
公
平
性
を

欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

督
促
状
の
送
付
な
ど
、
余
分
な
経

費
に
税
金
を
使
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
竹
田
税
務

署
の
技
術
的
協
力
を
い
た
だ
き
、

大
分
県
税
事
務
所
特
別
滞
納
整
理

室
と
も
連
携
し
て
、
納
付
で
き
る

の
に
納
付
し
な
い
滞
納
者
に
対
し
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
徹
底
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
を
放
置
す
る
と
、

損
す
る
こ
と
ば
か
り

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

な
か
っ
た
場
合
、
滞
納
者
の
意
思

に
関
係
な
く
、
年
９
・１
％
の
割
合

で
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
銀
行
な
ど
で
お
金
を
借
り
る

よ
り
も
高
い
率
で
す
。

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な

か
っ
た
人
に
は
、
ま
ず
督
促
状
を

送
付
し
ま
す
。

　

督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で

に
完
納
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

「
市
は
滞
納
者
の
財
産
（
給
与
、
預

金
、生
命
保
険
、不
動
産
、自
動
車
、

電
化
製
品
、
貴
金
属
な
ど
）
を
差

し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
延
滞
金
を

含
め
た
滞
納
税
額
は
強
制
的
に
徴

収
し
ま
す
。
こ
の
結
果
、
滞
納
者

は
経
済
的
な
不
利
益
を
負
う
だ
け

で
な
く
、
社
会
的
信
用
も
失
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆滞納処分の流れ
　税金を滞納すると、市は滞納している人の財産（動産、不動産、預貯金、給与、生命保険など）を差押え、さら
にその財産を公売するなどの滞納処分を行います。

※財産調査…滞納処分のための財産調査は国税徴収法・地方税法に基づき行
　　　　　　われるもので、金融機関などの関係機関はこれに協力しなけれ
　　　　　　ばなりません。また、個人情報保護法には抵触せず、プライバ
　　　　　　シーの侵害にはなりません。
※捜　　索…滞納処分のため必要がある時は、滞納者の住居などに立ち入り、
　　　　　　公売可能な財産を探して差し押さえます。また、自動車の差し
　　　　　　押さえは、運行できないようにタイヤをロックする場合があり
　　　　　　ます。捜索により差し押さえられた動産は公売会やインターネ
　　　　　　ット公売により換価し、税金に充てることとなります。

督　促
　納期限までに完
納されない場合、
督促状により督促
を行います。

※財産調査
　官公庁・金融機関・勤
務先・滞納者の財産を占
有する第三者などに対し
て、財産調査を行います。

※捜索・差押
　財産調査や捜索に
より発見した滞納者
の財産を差し押さえ
ます。

換　価
　売却を必要とする
差押財産は公売によ
り換価され、滞納税
に充てられます。
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市税徴収強化宣言

市税徴収税負担の公平性を
確保するために

安
心・便
利
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す

　

口
座
振
替
制
度
は
、
税
の
納
め

忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご
と
に
納
め

に
行
く
時
間
や
手
間
が
か
か
ら
ず

便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
簡
単

で
す
。
振
り
替
え
を
始
め
た
い
納

期
日
の
前
月
15
日
ま
で
に
通
帳
と

届
け
印
を
持
っ
て
市
内
の
指
定
金

融
機
関
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Q．うっかりしていて、市税の納期限が過ぎてしまい
　　ました。今持っている納付書で納められますか？

A．納期限を過ぎても、お手持ちの納付書で、納付書
　　裏面に記載の金融機関（コンビニエンスストアは
　　不可）や、市役所本庁・各支所で納付することが
　　できます。
　　※納期限を過ぎてから納付する場合には、督促手
　　数料や延滞金が加算されることがあります。

Q．市税を納め忘れて納期限が過ぎてしまいました。
　　このまま放置しているとどうなりますか？

A．納期限までに納税がない場合、納期限の翌日から
　　延滞金が加算されます。また、納期限後 20 日以
　　内に督促状を送付します（督促手数料が加算され
　　ます）。
　　市税を滞納したままであれば、納期限までに納付
　　した人との公平を保つため、財産の差し押さえ（不
　　動産、給与・預金 ･ 生命保険など）を行い、滞納
　　している税金に充てる手続きをすすめていきます。

Q．市税を滞納していることはわかっていますが、　
　　他の借金があって税金を納付できません

A．様々な事情があるでしょうが、大多数の人は納期
　　限内に納付しています。また、「税金はすべての
　　債務に優先する」と地方税法第 14 条で定められ
　　ています。つまり、個人債務（借金）より税金が
　　優先されるのです。

Q．先日、納期限が過ぎていた市税を納めました。
　　翌月になり、延滞金の納付書が送られてきました。
　　どのくらいの割合で計算しているのですか？

A．地方税法の規定に基づき、延滞金は基本的に年 9.1
　　％の割合で計算します。

Q．事前連絡や承諾なしに、財産が差し押さえられ
　　ました。このようなことが許されるのか？

A．法律では、納期限が過ぎた後、督促状を発送して
　　10 日を経過した日までに完納されない場合は、財
　　産の差し押さえをしなければならないことになっ
　　ています。この場合、本人に対して、事前の連絡
　　やその同意は必要ありません。
　　しかし、あくまでも自主的に納付することが原則
　　ですので、督促状などで早期の納税をお願いして
　　います。それでも、納付されなかったので、税の
　　公平を保つために、財産の差し押さえを行ったの
　　です。

Q．勝手に個人の口座を調べて、金融機関の預金を差
　　し押さえられた。個人の財産の調査はプライバシ
　　ーの侵害ではないのか？

A．税金を滞納すると、法律（国税徴収法）に基づき
　　全ての財産に対する調査権限が発生します。
　　この権限によって、調査を受ける勤務先の事業所、
　　金融機関などの関係機関は、調査に協力しなけれ
　　ばなりません。これらの財産調査は、個人情報保
　　護法には抵触しません。

税の滞納Ｑ＆Ａ

納 税 相 談
　平日や開庁時間に、相談をしたくても、忙しくて市役所に来
れない方のために、休日や時間外でも相談に対応いたします。
　その場合、事前に下記連絡先まで電話でご連絡ください。
連 絡 先　竹田市役所 税務課管理係
　　　　　☎ 63-1111（内線 121、122、129）
　　　　　☎ 63-4803（直通）



広報たけた 平成 27 年11 月号 14

 
高
齢
者
叙
勲
　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

　
９
月
16
日
、
大
分
県
地
域
福
祉
推

進
大
会
が
別
府
市
・
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
、
竹
田
市
の
９
人
、

２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
大
分
県
知
事
賞
】

　
明
る
い
高
年
賞
・
伊
東
宏
精
（
竹

田
・
片
ヶ
瀬
）
／
老
人
ク
ラ
ブ
指
導

者
功
労
賞・田
嶋
邦
夫（
直
入・本
町
）

【
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
】

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
功
労

者
・
牧
直
子
（
竹
田
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
七
里
南
）
／
社
会
福
祉
事
業
関
係

功
労
者
（
社
会
福
祉
施
設
職
員
）・

大
塚
省
治
（
社
会
福
祉
法
人 

豊
和

会
）、
浅
倉
ミ
チ
子
（
社
会
福
祉
法

人 

博
愛
会
）

【
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感

謝
状
】

　

善
意
銀
行
寄
付
者
、
団
体
・
公
益

財
団
法
人　

老
人
は
げ
み
の
里
見
会

（
東
京
都
）

【
大
分
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
】

　

篤
志
寄
付
者
、
団
体
・
羽
田
野
秀

夫
（
竹
田
・
折
立
）

【
大
分
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

賞
】

　

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞
・
高
伏
老
人

ク
ラ
ブ
／
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
賞
・
吉

弘
央
（
竹
田
・
山
手
）、
髙
山
千
年

（
荻
・
西
福
寺
）、
北
村
憲
之
※
（
竹

田
・
溝
川
）
※
10
／
３
に
ご
逝
去

「豊の国ねんりんピック」

竹田市選手団が活躍！
　９月 27 日、大分市の大洲運動公園周辺で「第 26 回豊の国
ねんりんピック」が開催されました。
　参加者は、地域間・世代間交流を深めることができました。
主な結果は次のとおりです。（敬称略）
　

【競　技】
○ゲートボール大会 〔Ａパート〕優勝（佐藤五男、稗田生男、
　森辰己、森マチ子、河室洋子、岡﨑周）
○シルバー将棋大会　第３位・（足達光男、坂口民子、堀光廣）
○弓道交流大会〔個人戦〕　準優勝・阿南正治
○三世代交流健康マラソン大会〔一般男子 40 歳代〕優勝・佐
　田修一／第３位・和田崇志
○三世代交流健康マラソン大会〔一般男子 50 歳代〕優勝・堀
　勇進
○最高齢者賞〔卓球女性最高齢者〕後藤幸子（76 歳）

↑ゲートボール A パート優勝

○
瑞
宝
双
光
章

首し
ゅ
と
う藤
一か
ず
よ
し介　

さ
ん
（
名
子
山
・
88
歳
）

　

元
直
入
町
助
役
。
昭
和
63
年
か

ら
２
期
８
年
間
助
役
を
務
め
、
直
入

町
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
ま
も
な
い
激
動
の
時
代
、
住

民
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
日
々
は
、

一
言
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
。

　
「
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。叙
勲
メ
ダ
ル
は
、家
内（
伊

志
子
さ
ん
）に
贈
り
た
い
。
長
年
支

え
て
き
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」

石い
し
井い

章あ
き
み
ち道　

さ
ん（
飛
田
川
田
原
・
88
歳
）

　

元
大
蔵
事
務
官
。
昭
和
22
年
に

旧
熊
本
財
務
局
（
現
在
の
熊
本
国

税
局
）
に
奉
職
し
、
約
40
年
間
に
わ

た
り
、
税
務
行
政
の
確
立
と
、
発
展

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
税
理
事
務
所
を
開
き
、

今
日
ま
で
68
年
間
「
税
務
」
に
携
わ

れ
た
こ
と
は
誇
り
で
す
。

　
「
真
面
目
に
、
精
一
杯
務
め
て
き

た
つ
も
り
で
す
。
苦
労
を
か
け
た
家

族
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」

↑首藤一介さん

↑石井章道さん

和わ

だ

し
田
四
郎ろ
う　

さ
ん
（
七
里
・
88
歳
）

　

元
竹
田
小
学
校
校
長
。
39
年
の

永
き
に
わ
た
り
、児
童
の
学
力
向
上
、

健
全
な
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

思
い
出
は
、昭
和
37
年
４
月
に「
体

育
研
究
校
」
の
城
原
小
に
転
任
。
在

勤
５
年
間
は
毎
年
研
究
発
表
を
行

い
、
理
論
研
究
、
実
技
研
修
に
と
昼

夜
を
分
か
た
ず
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
む
し
ろ
育

て
ら
れ
た
教
職
生
活
で
し
た
。
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
」

↑和田四郎さん
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交　流

　

竹
田
市
で
育
っ
た
瀧
廉
太
郎
（
作

曲
家
）、
長
野
県
中
野
市
に
出
生
し

た
中
山
晋
平
（
作
曲
家
）
そ
し
て
宮

城
県
仙
台
市
が
生
ん
だ
土
井
晩
翠

（
詩
人
）
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、
交
流
を
強
め
、
相
互
の
繁
栄

と
発
展
を
目
指
そ
う
と
、「
音
楽
姉

妹
都
市
」
は
昭
和
42
年
１
月
18
日
に

締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
野
市
で
10
月
７
日
、
合
併

10
周
年
記
念
式
典
が
中
野
市
市
民
会

館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
首
藤
市
長
、
坂
梨
市

議
会
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
姉
妹

都
市
を
代
表
し
、
首
藤
市
長
は
「
先

人
達
は
50
年
先
の
今
の
私
た
ち
の
関

係
に
夢
を
馳
せ
、
こ
の
音
楽
姉
妹
都

市
と
い
う
素
晴
ら
し
い
関
係
を
締
結

し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
合
併
10
周

年
を
機
に
、
さ
ら
に
文
化
力
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
中
野
市
音
楽
親
善

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
麻
衣
さ
ん
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
。
続
い
て
、
徳
川
宗
家

十
八
代
当
主
徳
川
恒
孝
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
に

配
布
さ
れ
た
中
野
市
特
産
の
キ
ノ
コ

汁
を
食
べ
な
が
ら
、
和
気
藹
々
と
交

流
し
10
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

宮
崎
大
介
さ
ん（
大
分
県
代
表
）が

「
ド
イ
ツ
の
魅
力
」本
選
を
制
す
！

　

10
月
10
日
、
２
０
１
５
年
度
「
ド

イ
ツ
の
魅
力
」
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
の
本
選
が
熊
本
国
際
交
流

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
３
県
９
名
（
県
代
表
３
名
ず

つ
）
で
競
わ
れ
、
各
出
場
者
は
素
晴

ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
。
審
査
の

結
果
、
竹
田
市
予
選
を
１
位
で
通
過

し
た
宮
崎
大
介
さ
ん
（
大
分
市
）
が

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
雰
囲
気
は
、
ド
イ
ツ
一
色
。

ビ
ー
ル
や
ウ
ィ
ン
ナ
ー
、
パ
ン
等
の

物
産
販
売
も
行
わ
れ
、
ま
る
で
オ
ク

　

10
月
３
、４
日
の
２
日
間
、
歴
史

姉
妹
都
市
・
茨
木
市
か
ら
茨
木
市
議

会
議
員
団
10
名
が
竹
田
市
民
や
観
光

客
と
接
し
、
姉
妹
都
市
の
実
情
を
知

る
た
め
、
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
３
日
、
議
員
団
は
竹
田
ア
ー
ト
カ

ル
チ
ャ
ー
が
開
催
中
の
竹
田
城
下
町

を
散
策
。続
い
て
岡
城
跡
に
移
動
し
、

西
の
丸
で
行
わ
れ
た
「
奥
豊
後
の
踊

り
を
楽
し
む
夕
べ
」
に
参
加
後
、
歴

史
の
関
わ
り
が
深
い
キ
リ
シ
タ
ン
洞

窟
礼
拝
堂
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は「
久
住
高
原
牛
肉
祭
り
」に

参
加
。
秋
晴
れ
の
も
と
、
議
員
団
は

竹
田
の
魅
力
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ
う

な
演
出
。
出
場
者
は
大
会
終
了
後
も

「
ド
イ
ツ
の
魅
力
」
を
大
い
に
語
り

合
い
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

↑中野市で歌唱を披露する竹田の合唱団メンバー

中野市で「絆」深める歌声響く
　10 月 11 日、音楽姉妹都市・中野市は音楽に
よる文化交流を深めようと、合併 10 周年記念
事業「童謡・唱歌のふるさと信州中野アンサン
ブルフェス」を中野市市民会館ホールで開催さ
れ、姉妹都市や友好都市ほか 12 団体のグルー
プが出演し、歌声や演奏を披露しました。
　竹田市からは、竹田混声合唱団ほか市内合
唱団有志のメンバー 18 人が招待を受けまし
た。ステージで「犬のおまわりさん」「Stand 
Alone」「荒城の月」「竹田市の歌」の４曲を歌
いました。
　参加した衛藤頼光さん（大津留下）は「素晴
らしいおもてなしに感動しました。新しい文化
会館ができたら今度は中野市の皆さんと、竹田
で歌いたいですね」と話しています。

↑中野市合併 10 周年式典で挨拶を述べる首藤市長

音
楽
文
化
の
発
展
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
市
で
「
合
併
10
周
年
記
念
式
典
」

茨木市議会議員団が竹田・秋の旬を視察

↑牛肉祭りに参加した茨木市議会議員団のみなさん
↓
前
列
中
央
が
優
勝
し
た
宮
崎
さ
ん
。左
が
２
位・

　
光
永
邦
保
さ
ん
、
右
が
３
位
・
仲
間
理
乃
さ
ん

　
（
と
も
に
熊
本
県
代
表
）
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まちの話題
T O W N  T O P I C S

　

10
月
３
日
、
今
年
は
竹
田
市
合
併

10
周
年
を
記
念
し
て
、
岡
城
跡
西
の

丸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
30
団

体
、
約
５
０
０
人
が
参
加
。
西
の
丸

会
場
の
中
心
に
櫓や
ぐ
らを

組
ん
で
輪
を
つ

く
り
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
「
竹
田

お
ど
り
」
で
開
演
し
ま
し
た
。

　

 

続
い
て
、
荻
盆
踊
り
保
存
会
、

直
入
伝
統
芸
能
保
存
会
、
竹
田
民

謡
民
舞
保
存
会
、
竹
田
地
区
参
加

各
分
館
、
万
葉
の
里
・
城
原
、
玉
来

分
館
・
玉
来
え
び
す
会
、
倉
木
盆
踊

り
保
存
会
、
朽
網
盆
踊
り
保
存
会

が
市
内
各
地
域
に
伝
わ
る
踊
り
の
文

化
を
披
露
し
ま
し
た
。

温
泉
効
果
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

　　
「
久
住
高
原
リ
ゾ
ー
ト
温
泉
組
合

（
神
田
長
徳
組
合
長
・
18
施
設
）」
は
、

多
様
な
久
住
の
温
泉
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、毎
月「
9
日
」と「
10
日
」

を
語
呂
合
わ
せ
で
「
久
住
（
く
じ
ゅ

う
）
の
日
」
と
定
め
、
両
日
の
入
浴

料
金
を
半
額
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
９

月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
（
立
ち
寄
り

入
浴
が
で
き
る
15
施
設
が
対
象
。
家

族
湯
・
貸
切
湯
を
除
く
）。

　

阿
蘇
五
岳
や
祖
母
山
を
望
む
雄
大

な
久
住
高
原
に
は
、
昔
か
ら
名
湯
と

言
わ
れ
て
き
た
赤
川
温
泉
や
七
里
田

温
泉
、
法
華
院
温
泉
の
他
に
も
、
地

後世に伝えよう！奥豊後の踊り文化

元
で
も
知
ら
れ
て
い
な
い
温
泉
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
温
泉
の
成
分
、
温
度
、
色
、

味
覚
、
効
能
、
効
果
等
、
ひ
と
つ
と

し
て
同
じ
も
の
は
な
く
、
多
様
性
に

溢
れ
て
い
ま
す
。

　

池
田
高
明
事
務
局
長
は
「
久
住
高

原
リ
ゾ
ー
ト
温
泉
郷
で
た
っ
ぷ
り
と

自
然
の
恵
み
に
浸
っ
て
く
だ
さ
い
。

温
泉
の
効
果
、
効
果
で
健
康
寿
命
を

延
ば
し
て
、
多
く
の
方
に
人
生
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

久
住
高
原
観
光

案
内
所　

☎
０
９
７
４-

76-

１
６

１
０

日本小児神経学会学術集会で
　「優秀英文演題賞」
　本紙連載中のコラム「出張！えがおの子
育て小児科」を執筆中の大分大学地域医療・
小児科分野の是松聖悟．教授は、竹田市立こ
ども診療所の高野智幸所長と、大分大学医
学部名誉教授の泉達郎教授とともに共同研
究された成果を、５月 28 ～ 30 日に大阪で
開催された「第 57 回日本小児神経学会学
術集会」において発表しました。 
　その結果、「優秀英文演題賞」（日本のト
ップ３）を受賞しました。そのタイトル
は「Pre-school　developmental-behavioral 
screening and support at 5-year-old in 
Taketa, Oita（大分県竹田市における５歳児
健診と支援）」。
　本市における８年間の５歳児健診と、その
後の成長支援によって、不登校児童が減った
ことが医学的に評価を受けました。

「
９
」「
10
」の
日（
久
住
の
日
）は
温
泉
半
額
！

←「久住高原リゾート温泉郷」
　案内マップ は久住地区の
　観光施設等にあります

↑秋晴れのもと、多くの市民が市内各地域の踊りを楽しむ（岡城跡西の丸）

↑「優秀英文演題賞」を受賞した是松聖悟．教授

「奥豊後の踊りを楽しむ夕べ」岡城跡で初開催

←元気な市内中学生
　も参加！

初参加の玉来分館・玉来えび
す会。「玉来音頭」を披露  →

く　
　
　
　
じ
ゅ
う
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

商
売
繁
盛
を
祈
願
し
て

お
稲
荷
さ
ん
が
舞
い
込
ん
だ
!!

　

10
月
12
日
、
キ
ツ
ネ
の
面
を
被

っ
た
大
人
や
子
ど
も
た
ち
が
、
笛
や

太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
て
踊
り
歩
く

「
お
稲
荷
さ
ん
が
舞
い
込
ん
だ
」
が

竹
田
城
下
町
界
隈
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
売
繁
盛
や
家
内
安
全
を
祈
願
す

る
祭
り
と
し
て
、
大
正
時
代
に
始
ま

り
ま
し
た
。そ
の
後
、暫
く
の
間
途
絶

え
て
い
ま
し
た
が
15
年
前
に
再
開
。

今
や
、
多
く
の
地
域
住
民
の
有
志

や
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
賑
わ
う

「
秋
の
風
物
詩
」
と
な
り
、
今
日
ま

で
続
い
て
い
ま
す
。

　

行
列
は
古
町
の
神
明
社
を
出
発

し
、介
護
老
人
保
健
施
設
等
を
経
由
。

竹
田
の
町
じ
ゅ
う
に
福
が
訪
れ
る
こ

と
を
祈
り
な
が
ら
、
廻
っ
て
い
ま
し

た
。

　

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
・
自
治
体
職

員
13
名
に
よ
る
視
察
研
修
団
は
、
一

村
一
品
運
動
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
学
ぶ

た
め
、
９
月
29
日
か
ら
11
日
間
、
九

州
・
大
分
県
内
を
中
心
に
滞
在
。

　

10
月
２
日
、
研
修
団
は
本
市
の
地

場
産
業
振
興
に
係
る
政
策
の
概
要
等

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

↑竹田の町を歩く「お稲荷さん」御一行様

 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
瑞
宝
単
光
章

田た

原は
ら

俊と
し
た
け武　

さ
ん
（
68
歳
・
松
円
）

　

38
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防

業
務
に
精
励
し
自
治
消
防
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
元
竹
田
市
消
防

司
令

　
「
家
族
に
は
随
分
寂
し
い
思
い
を

さ
せ
ま
し
た
が
、
皆
様
の
お
力
添
え

の
お
陰
で
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
受
章
は
身
に
余

る
光
栄
で
す
。
消
防
業
務
に
就
け
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

モザンビーク視察研修団が来竹
動
物
を
愛
す
る「
心
」を
学
ん
で

　

動
物
愛
護
週
間
（
９
月
20
日
～
26

日
）
の
一
環
と
し
て
、
９
月
25
日
、

大
分
県
獣
医
師
会
竹
田
支
部
は
子
ど

も
た
ち
に
動
物
に
関
す
る
本
を
読
ん

で
も
ら
お
う
と
、
竹
田
市
教
育
委
員

会
に
図
書
券
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
吉
野
教
育
長
に
図
書
券

を
手
渡
す
後
藤
壮
一
竹
田
支
部
長
。

「ななつ星」2周年！市民が竹田をPR
　クルーズトレイン「ななつ星イン九州」
の運行２周年を記念して、竹田商工会議
所観光接客部会と竹田市観光ツーリズム
協会が豊後竹田駅で出迎え、かぼすや入
浴剤を届けました。
　また、多くの市民がプラットホームに
駆けつけ、「ななつ星」に手旗を振りな
がらお見送りしました。

おわびと訂正 市報10月号の「まちの話題」に掲載した「平成27年度第9回竹田市畜産共進会」の記事の中で〔肉用牛〕2区の
首席、舩越睦美さんの地区に誤りがありました。正しくは「2区・舩越睦美（竹田）」です。おわびして訂正します。（秘書広報係）

↑「ななつ星、おめでとう！」と手旗を振る市民のみなさん

↑田原俊武さん

御
前
湯
来
館
者

「
２
０
０
万
人
」突
破
！

　

10
月
17
日
、長
湯
温
泉
療
養
文
化

館
「
御
前
湯
」
が
15
年
で
２
０
０
万

人
の
来
館
者
を
達
成
し
、
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
す
べ

き
２
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
別
府
市

の
森
永
秀
雄
さ
ん
に
は
「
認
定
書
」

と
「
記
念
品
（
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
・
久

住
高
原
牛
・
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
券
）」

が
首
藤
市
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。↑「お気に入りの温泉です」と話す200万人目の森永さん

↑建設マスターの後藤さんは、荻町の桑木自治会長です

後ご

藤と
う
の
り
た
だ

法
正
さ
ん
が

「
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
」

　

国
土
交
通
省
は
、
優
秀
な
技
術
・

技
能
を
持
ち
、
後
進
の
指
導
・
育
成

な
ど
に
貢
献
し
て
い
る
建
設
技
能
者

を
「
建
設
マ
ス
タ
ー
」
と
し
て
讃
え

る
平
成
27
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土

交
通
大
臣
顕
彰
」
を
発
表
し
、
株
式

会
社
安
部
組
（
別
府
市
）
勤
務
の
後

藤
法
正
さ
ん
（
桑
木・58
歳
）
が
『
舗

装
工
』
部
門
で
受
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
県
内
の
受
賞
者
は
後
藤
さ
ん
を

含
め
５
人
。

　

後
藤
さ
ん
は
「
勤
続
35
年
間
、
安

部
社
長
を
は
じ
め
諸
先
輩
方
に
こ
れ

ま
で
ご
指
導
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
微
力
な
が
ら
後

進
の
育
成
等
に
貢
献
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
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11月竹 田 市 の　 こ よ み

木　　　　            THU 金　　　                  FRI 土　　　                 SAT

5
・竹田温泉「花水月」休館日
・県民防災アクションデー 9：30
～（地震防災訓練） 

・おはなしルーム 14：00-14：30（南
部幼稚園）

6
・第 11 回竹田市農業委員会総会
13：30 ～（市本庁３階委員会室）

7
・竹田市福祉大会 9：00 ～（竹田市総
合社会福祉センター）

・第 63 回 男 子・ 第 28 回 女 子 大 分
県中学校駅伝競争大会〔女子の部〕
５区間（12㎞）10：00 ～／〔男子の部〕
６区間（18㎞）11：20 ～ （日本一の
マラソン練習コース） 

・第 48 回荻地域女子バレーボール大
会 13：00 ～（緑ヶ丘中学体育館・荻
小学校体育館）

12
・竹田温泉「花水月」休館日
・子牛市場開催日 9：30 セリ開始 

（豊後豊肥家畜市場）

13 14
・大友氏顕彰フォーラム in 竹田　 
13：30-16：30（竹田市総合社会
福祉センター）

19
・食育の日
・竹田温泉「花水月」休館日
・成牛市場開催日 9：30 セリ開始 

（豊後豊肥家畜市場）
・ こ こ ろ の 健 康 相 談 13：30-15：
30（荻福祉健康エリア）※要予約
☎ 63-3346

・おはなしルーム
14：00-14：30（竹田幼稚園）

20
・たけた竹灯籠「竹楽」
安全祈願祭並びにオープニングセ
レモニー 15：30 ～（十六羅漢石
段下・寺町）

21
・第２回合同企業就職相談会 13：
00-16：00（竹田市総合社会福祉
センター）

・ た け た 竹 灯 籠「 竹 楽 」17：00-
21：00

26
・竹田温泉「花水月」休館日
・【水琴館】「二人展　阿南初夫・
峯田宣和」　～ 12 ／４㈮

・３歳児健康診査 13：00-13：20
受付（竹田市総合社会福祉センタ
ー）※ 15：30 終了予定

・ こ こ ろ の 健 康 相 談 13：30-15：
30（久住保健センター）※要予約
☎ 63-3346

27 28
・竹田市合併 10 周年記念 第 9 回
由学館セミナー講演会「古田織部
没後 400 年『へうげもの』を読み
解く」13：00-16：00（竹田市総合
社会福祉センター）

2015年（平成27年）

月
間・そ
の
他

○児童虐待防止推進月間
○労働保険適用促進強化月間
○過労死等防止啓発月間
○平成27年秋季全国火災予防運動
　11/9㈪～15㈰
○税を考える週間　11/11㈬～17㈫
○統計調査票提出促進運動
　10/1㈭～12/26㈯
○人権週間　12/4㈮～10㈭

第 67回 瀧廉太郎を偲ぶ
音楽祭
　11 月 1 日に開催の第 67 回瀧
廉太郎を偲ぶ音楽祭の模様を 3
部に分けてお届けします。
　第 1 部と第 2 部では、幼稚園・
支援学校・小学校の部を、第 3
部では、中学校の部をお届けし
ます。

【放送日】
・第 1 部
　11/14、21、28、12/5
　（土曜日）午後 6 時～

・第 2 部
　11/14、21、28、12/5
　（土曜日）午後 8 ～

・第 3 部
　11/15、22、29、12/6
　（日曜日）午後 7 時～
※都合により放送時間を、変更
する場合がありますのでご了承
ください。
●お問い合せ　
　竹田市ケーブルセンター
　☎76-1415

〔講師〕　地域おこし協力隊員
　　　　松井知恵美さん
　　　　(Magma Glass Studio)
■申込方法
氏名、連絡先、人数を竹田市
生涯学習課窓口まで、電話ま
たは FAX でお申込みください。
■参加費
2,000 円（材料費込）
■申込締切
11 月 13 日㈮まで
●お問い合せ　
竹田市教育委員会生涯学習課
☎ 63-4817　FAX 63-2373

１時限目
「きらきらガラスに親しもう

　～ガラス細工のお教室～」

11/21 ㊏
13:00 ～ 15:00

竹田分館 2F 大広間

平成 27年度
た け た 手 し ご と の 学 校
～たけたのていねいな暮らし方を体験する教室～

県民防災アクションデー（地震防災訓練) に参加しましょう！
訓練実施日　11 月 5 日㈭　9：30 頃
場　所　市内全域
内　容　当日は、市内各所に設置してある屋外拡声器
　　　　から、緊急地震速報の訓練放送が流れます。
　　　　地震が発生した時、まずは『自分の「いのち」
　　　　を自ら守る』ことが大切です。市民の皆さま
　　　　は、緊急地震速報をよく聞いて、その場で落
　　　　ち着いて「安全確保行動（まず低く、頭を守り、
　　　　動かない）」をとりましょう。

たけた市民チャンネル

TSG 竹田総合学院　歴史文化再発見講座「紙人講座」 受講者募集します
　山口県の伝統的な和紙 ” 徳地和紙 ” を使用して作られる紙人形「紙人（か
みびと）」の作者である冨永嘉子先生をお招きし、紙人講座を開催します。
　これまで紙人講座に参加された方々と一緒に、紙人づくり技術を教わ
ります。事前予約制ですので、興味のある方は是非お問い合わせください。
　日　時　11月24日㈫  13：00～17：00
　　　　　　　25日㈬　9：00～15：00（補講）
　場　所　TSG 竹田総合学院　 （旧竹田中学校）
●お問い合せ　竹田市企画情報課エコミュージアム推進室　☎ 63-4801

受講生募集！
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竹 田 市 の　 こ よ みたけたん情報

1
・【歴史資料館】竹田市合併 10 周年記
念展・田能村竹田没後 180 年記念展

『田能村竹田―岡藩士・行蔵と文人・
竹田―』～ 11 ／ 15 ㈰

・趣味の切手展 9：00-17：00（竹田
郵便局）～ 11/3 日まで（3 日は午前
中のみ）

・田能村竹田 181 年祭〔遺墨展・茶
掛展〕9：00 ～（旧竹田荘画聖堂）～
3 日まで

・第 27 回メンヒルの里おこし弓祭り
大会 13：00 ～（森八幡社境内・穴井迫）

2
・【納期限】市県民税３期・国民健
康保険税７期、介護保険料・後期
高齢者医療保険料４期

・荻の里温泉休館日
・田能村竹田 181 年祭〔茶会〕
9：00 ～ 15：00（旧竹田荘母屋ほ
か）～ 3 日まで

3　　　　　　   文化の日
・直入方面隊「林野火災防御訓練」
6：00 ～（Ｂ＆Ｇ艇庫）

・第 10 回トマト天国 in おぎ・第 36 回
荻ふるさと祭り 9：00-16：00 （荻福祉
健康エリア）

・【水琴館】「大分県美術協会写真部巡回
展」～ 11 ／ 8 ㈰

・田能村竹田 181 年祭〔献茶式〕9：00
～（旧竹田荘画聖堂）

・おはなしのへや 10：30-11：00（竹田
市立図書館えほんのへや）

・平成 27 年度竹田市功労者表彰式
13：30～（竹田市総合社会福祉センター）

4
・陽目の里名水茶屋休業日
・水の駅おづる休業日
・地域公開講座「間違っていません
か？薬の飲み方使い方」講師・伊東
弘樹氏（大分大学医学部附属病院薬
剤部長）10：00-11：00（大久保病院）

・こころの健康相談 13：30-15：30
（直入支所）※要予約　☎ 63-3346

8
・第１回ケーブルウェイクボード全日本
選手権大会 10：00 ～開会式 12：00 ～競
技開始（竹田市ウェイクケーブルパーク・
長湯ダム湖）

・古田織部没四百回忌 〔法要・供茶〕
8：20 ～〔点心・茶席〕9：00 ～（龍護
山碧雲禅寺） 

・Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪直入地域バレー
ボール大会 9：00 ～（Ｂ＆Ｇ体育館）

・荻地域男子バレーボール大会 9：00 ～
（緑中、荻小体育館・荻公民館）
・第 34 回竹田市紅葉まつり弓道大会
9：30 ～（竹田高等学校弓道場）

9 10
・【水琴館】「大分県市町村職員年
金者連盟竹田支部第４回趣味展」
～ 11 ／ 15 ㈰

・ニューエルダー元気塾市民公開
講座「スロージョギング」9：30-
11：30（竹田市総合運動公園陸上
競技場※雨天時は玉来分館体育館）

・ お は な し の へ や 10：30 ～ 11：
00（竹田市立図書館えほんのへや）

11
・陽目の里「名水茶屋」休業日

15
・竹田市消防団竹田方面隊第２分団

「建物火災防御訓練」7：00 ～（旧
明治小学校）

・第 69 回竹田市駅伝競走大会
10：00 ～（竹田市総合運動公園入
口スタート）

16
・荻の里温泉休館日

17
・【水琴館】「第 67 回画聖「田能村
竹田」先生をしのぶ美術祭特賞作
品展」～ 11 ／ 23 ㈪

・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

18
・長湯おんせん市場休業日
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・ 陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談 [ 完全予約制 ] 10：00-15：00

（高齢者いきいき交流センター）
・大分県行政書士会無料相談会 13：00～

（大分市）☎ 097-537-7089
・４・10 か月児健康診査〔4 か月〕13：
15-13：30 受 付〔10 か 月 〕13：30-13：
45 受付（総合社会福祉センター）

・ブックスタート 14：00 ～（総合社会
福祉センター）

22
・たけた竹灯籠「竹楽」17：00 ～
21：00

23　　　　    勤労感謝の日 24
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13：30-15：30
（竹田市総合社会福祉センター）※

要予約 ☎ 63-3346

25
・陽目の里「名水茶屋」休業日　
※ 12 月１日㈫から冬季休業しま
す。

29
・久住方面隊第２分団「火災防御訓練」

（栢木地区）
・ 第 51 回岡城旗・第 17 回市長旗争
奪竹田名水少年剣道大会 8：40 ～（竹
田小体育館）

・ 竹田市男女共同参画推進大会 15：
00-17：00〔講師〕社会学者・上野千
鶴子氏〔演題〕「これが私の生きる道
　一歩を踏み出すあなたへのエール」

（竹田市総合社会福祉センター）

30
・【納期限】固定資産税４期・国民
健康保険税８期、介護保険料・後
期高齢者医療保険料５期

・地域公開講座　講師・屑川哲典
氏（大久保病院院長）10：00-11：00

（大久保病院）

行政なんでも相談所の開設一覧 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 11月18日㈬ 10：00 ～ 12：00 竹田市社会福祉センター　相談室 

荻 11月18日㈬ 10：00 ～ 12：00 荻公民館　幼児室
久住 11月18日㈬ 10：00 ～ 12：00 久住公民館　健康相談室
直入 11月18日㈬ 10：00 ～ 12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

■ 2015年12月上旬の主な予定
12月5日㈯　・第11回歳末助け合いチャリティーショー　9：00-17：00

（くじゅうサンホール ）
12月   6日㈰　・竹田墨彩画展オープニング　9：00～（市民ギャラリー
水琴館）
12月11日㈮　・久住地域人権講演会　18：00～開演〔講師〕人権バ
ンド「ゆう」（くじゅうサンホール）
12月13日㈰　・佐藤義美作詞コンクール表彰式　17：00～ （佐藤義
美記念館）
12月13日㈰　・直入地域人権講演会　14 : 00～開演〔講師〕土肥い
つき氏（直入公民館）

今月のよりそいカフェ
・よりそいカフェ竹田
11 月 6・20 日㈮ 13：30 ～ 15：30（古町商栄会） 

・よりそいカフェ荻
11 月 10・24 日㈫ 13：00 ～ 15：00（くらサポしらみず） 

・よりそいカフェ久住
11 月 12・26 日㈭ 13：00 ～ 15：00（くらサポりんどう） 

・よりそいカフェ直入
11 月 13・27 日㈮ 13：00 ～ 15：00（くらサポゆのはな）

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の場合は
直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

日　　　　            SUN 月　　　               MON 火　　　                 TUE 水　　　               WED
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歴
史
資
料
館　
　

 

☎
63-

１
９
２
３

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

※
11
月
２
日
㈪
は
開
館
し
ま
す
。

※
11
月
17
日
㈫
～
20
日
㈮
は
展
示
替

え
の
た
め
臨
時
休
館
で
す
。
21
日
㈯

よ
り
常
設
展
。

〔
入
館
料
〕
一
般
２
０
０
円
、
小
中

生
１
０
０
円

※
共
通
券
、
団
体
料
金
に
つ
い
て
は

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

特
別
展　
竹
田
市
合
併
10
周
年
記
念

展
・
田
能
村
竹
田
没
後
１
８
０
年
記
念
展

『
田
能
村
竹
田　

―
岡
藩
士
行

蔵
か
ら
文
人
・
竹
田
へ
―
』

　
　
　
　
　
　

   

～
11
月
15
㈰
ま
で

〔
入
館
料
〕
一
般
２
０
０
円
、
中
学

生
以
下
無
料

　

田
能
村
竹
田
（
１
７
７
７-

１
８

３
５
）
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
今
年
で

１
８
０
年
に
な
り
ま
す
。
豊
後
岡
藩

の
竹
田
城
下
町
を
拠
点
に
旅
を
繰
り

返
し
、各
地
の
文
人
墨
客
と
交
わ
り
、

詩
書
画
三
絶
の
境
地
を
追
求
し
た
田

能
村
竹
田
の
岡
藩
で
の
足
跡
を
今
に

残
る
史
資
料
か
ら
確
認
す
る
と
と
も

に
、
30
年
振
り
の
公
開
と
な
る
竹
田

作
品
を
含
む
当
館
が
所
蔵
す
る
竹
田

の
優
品
を
一
挙
に
公
開
し
ま
す
。
ま

た
、
大
分
市
美
術
館
蔵
の
《
田
能

村
竹
田
像
》、
大
分
県
立
美
術
館
蔵

の
《
山
陰
夜
雪
図
》
も
展
示
し
ま
す
。

※
11
月
2
日
㈪
・
3
日
㈫
に
は
（
一

財
）
田
能
村
竹
田
顕
彰
会
主
催
の
田

能
村
竹
田
１
８
１
年
祭
茶
会
が
旧
竹

田
荘
で
行
わ
れ
ま
す
。（
茶
券
１
千

円
）

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、

11
／
25
㈬

〔
入
館
料
〕
無
料

⃝

第
30
回
竹
田
市
美
術
展

　

10
月
20
日
㈫
～
11
月
１
日
㈰

　

今
年
で
第
30
回
を
迎
え
る
竹
田
市

美
術
展
。
竹
田
市
美
術
協
会
の
会
員

を
中
心
と
し
た
市
内
在
住
作
家
の
絵

画
や
陶
芸
な
ど
の
作
品
を
展
示
。

⃝

大
分
県
美
術
協
会
写
真
部

巡
回
展

　

11
月
３
日
㈫
～
８
日
㈰

　

第
51
回
大
分
県
美
術
展
写
真
展
に

入
賞
し
た
優
秀
作
品
（
招
待
・
会
員
・

一
般
）
を
展
示
。

⃝

大
分
県
市
町
村
職
員
年
金
者

連
盟
竹
田
支
部
第
４
回
趣
味
展

　

11
月
10
日
㈫
午
後
～
15
日
㈰

　

会
員
の
作
品
（
写
真
・
和
紙
人
形
・

木
工
・
木
版
画
・
書
道
ほ
か
）
を
展

示
し
ま
す
。

⃝

第
67
回
画
聖
「
田
能
村
竹
田
」

先
生
を
し
の
ぶ
美
術
祭
特
賞
作

品
展　

　

11
月
17
日
㈫
～
23
日
㈪

　
「
田
能
村
竹
田
」
先
生
を
し
の
ぶ

美
術
祭
で
、
特
賞
に
選
出
さ
れ
た
作

品
（
絵
画
28
点
・
書
写
書
道
28
点
）

を
展
示
し
ま
す
。

⃝

二
人
展　
阿
南
初
夫
・
峯
田

宣
和

　

11
月
26
日
㈭
～
12
月
４
日
㈮

　

阿
南
初
夫
さ
ん
と
峯
田
宣
和
さ
ん

に
よ
る
絵
画
や
オ
ブ
ジ
ェ
の
作
品
展

で
す
。

■
古
文
書
実
践
講
座
受
講
生
募
集

　

古
文
書
の
基
礎
と
扱
い
方
、
解

読
の
基
礎
や
整
理
の
方
法
を
学
ぶ

　
「
古
文
書
実
践
講
座
」
を
開
講
し

ま
す
。
地
域
や
家
に
伝
え
ら
れ
た

↑　田能村竹田《山陰夜雪図（部分）》大分県立美術館蔵
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古
文
書
な
ど
の
史
料
に
関
心
の
あ
る

方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

会　

場　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴

館
会
議
室

募
集
人
員　

20
名
（
先
着
順
）

※
受
講
無
料

日　

程　

第
１
回
11
月
23
日
（
月
・

祝
）
／
第
２
回 

12
月
5
日
㈯
／
第

３
回
12
月
12
日
㈯

時　

間　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

内　

容　

①
大
分
県
立
先
哲
史
料

館
研
究
員
に
よ
る
講
義

②
歴
史
資
料
館
専
門
員
に
よ
る
演
習

■申・
問　
歴
史
資
料
館　
☎
63-

１
９

２
３
／
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

 

文
化
財
課　

         

☎
63-

４
８
１
３

竹
田
市
合
併
10
周
年
記
念
講
演
会

第
9
回
由
学
館
セ
ミ
ナ
ー

『
古
田
織
部
没
後
４
０
０
年
「
へ
う

げ
も
の
」
を
読
み
解
く
』

日　

時　
11
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
～

場　

所　

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

講
演
内
容

①
「
古
田
織
部
の
実
像
と
豊
後
古
田

家
に
つ
い
て
」〔
講
師
〕宮
下
玄
覇（
古

田
織
部
美
術
館
館
長
）

②
「
古
田
織
部
の
書
」〔
講
師
〕
増

田
孝
（
愛
知
東
邦
大
学
教
授
）

※
古
田
織
部
美
術
館
所
蔵
、豊
後
古

田
家
伝
来
の
「
利
休
書
状
」「
瀬
戸
茶

碗
」な
ど
を
展
示
予
定

 

年
　
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す　

　

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　
　

大
切
に
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
27
年

１
月
１
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所　

☎
０
９
７

-

５
５
２-

１
２
１
１

11
月

い
い

30
日

み
ら
い

は「
年
金
の
日
」で
す

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
、
年
金
見
込
額
も

わ
か
り
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。

 

消
費
者
行
政　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

保
険
金
が
使
え
る
と
い
う
修
理

サ
ー
ビ
ス
に
ご
注
意
！

　
「
保
険
金
を
使
っ
て
屋
根
工
事
が

で
き
る
」
と
業
者
が
自
宅
に
来
た
。

経
年
劣
化
に
よ
る
損
傷
な
の
に
申
請

書
類
を
見
る
と
、
屋
根
の
損
傷
の
原

因
が
『
台
風
』
に
な
っ
て
い
た
、
と

い
う
悪
質
な
業
者
が
い
ま
す
。
ウ
ソ

の
理
由
に
よ
る
保
険
金
請
求
は
保
険

金
詐
欺
に
該
当
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。「
保
険
金
が
使
え
る
」
と
言
わ

れ
て
勧
誘
さ
れ
た
時
は
、
契
約
前
に

ご
加
入
先
の
損
害
保
険
会
社
に
問
い

合
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
）　

☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～

金　

平
日
の
み
）／
大
分
県
消
費
生
活・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

福
　
祉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
11
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

日　

時　

12
月
５
日
㈯　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午
（
入

Taketa  Information

場
は
午
前
９
時
か
ら
）

午
後
の
部　

午
後
２
時
～
午
後
４

時
（
入
場
は
午
後
１
時
か
ら
）

場　

所　

久
住
公
民
館　

く
じ
ゅ

う
サ
ン
ホ
ー
ル 

送　

迎　

送
迎
バ
ス
を
竹
田
市
本

庁
舎
か
ら
久
住
公
民
館
ま
で
午
前
９

時
と
正
午
、
ま
た
久
住
公
民
館
か
ら

竹
田
市
本
庁
舎
ま
で
午
前
・
午
後
の

シ
ョ
ー
終
了
後
に
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

　

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
益
金

は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
益
金

や
歳
末
助
け
あ
い
募
金
と
合
わ
せ

て
、
年
末
に
地
域
福
祉
活
動
を
行
う

団
体
等
や
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に

配
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
自

治
会
・
各
種
団
体
・
福
祉
団
体
で
協

力
券
（
１
枚
５
０
０
円
）
を
販
売
し

て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

入
場
の
際
は
必
ず
協
力
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
協
力
券
を
お
持
ち
で

な
い
方
も
当
日
券
（
１
枚
５
０
０
円
）

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎

63-

１
５
４
４
／
竹
田
市
社
会
福

祉
課　

☎
63-

４
８
１
１
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「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
」

申
請
は
お
済
で
す
か

　

昨
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
改
定

に
伴
う
影
響
を
踏
ま
え
、
本
年
度
も

『
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
』

を
該
当
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。
申

請
が
ま
だ
の
方
は
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

次
の
３
点
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
平
成
27
年
５
月
31
日
時
点
で
竹
田

　

市
に
住
民
票
の
あ
る
方

②
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を

　

受
給
さ
れ
る
方
（
公
務
員
含
む
）

　
※
公
務
員
の
方
で
対
象
と
な
る
方
は
所

　

属
庁
の
証
明
を
も
ら
っ
て
申
請
を
し
て

　

く
だ
さ
い

③
平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）
の

　

児
童
手
当
が
定
め
る
所
得
制
限
に

　

達
し
な
い
方

　
※
特
例
給
付
５
千
円
の
受
給
者
は
除
く

【
支
給
額
】

対
象
児
童
１
人
に
つ
き 

３
千
円

【
申
請
最
終
締
切
日
】

平
成
27
年
11
月
30
日
㈪
必
着　

【
申
請
受
付
場
所
】

竹
田
市
社
会
福
祉
課
お
よ
び
各
支
所

い
き
い
き
市
民
課

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

☎
63-

４
８
１
１

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す

⃝

平
成
27
年
度
推
進
月
間
標
語

『「
も
し
か
し
て
」　

あ
な
た
が
救
う
　
小
さ
な
手
』

　

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。

 
・
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
が
い
た
ら

 

・
子
育
て
に
悩
む
方
が
い
た
ら

 

・
出
産
や
育
児
に
悩
ん
だ
ら

　

児
童
相
談
所
や
社
会
福
祉
課
へ
ご

連
絡
を
く
だ
さ
い
。
連
絡
い
た
だ
い

た
方
の
個
人
情
報
、
秘
密
事
項
は
厳

守
し
ま
す
。

問
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
１
８
９
）
／
大
分
県
中
央

児
童
相
談
所
（
☎
０
９
７-

５
４
４

-

２
０
１
６
）
／
竹
田
市
社
会
福
祉

課
（
☎
63-

４
８
１
１
）

 

防
　
災　
　
　
　
　
　
　

11
月
９
日
㈪
～
15
日
㈰
は

平
成
27
年
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
で
す

⃝

平
成
27
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語

「
無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か
く

れ
ん
ぼ
」

 　

11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
の
間
、

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
消
防
団
に
よ
る
火
災
防

御
訓
練
や
、
消
防
車
輌
に
よ
る
防
火

広
報
を
行
い
、
火
の
用
心
を
呼
び
か

け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
等
の
使
用
も
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
、
今
年
19
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
出
火
原
因
の

多
く
が
、
枯
れ
草
等
の
焼
却
中
に
周

囲
に
延
焼
し
、
火
災
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
枯
れ
草
等
を
焼
却
す
る
場
合

は
、
消
防
署
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
各
支
所
・
消
防
署
で
は
ジ
ェ
ッ

ト
シ
ュ
ー
タ
ー
の
貸
出
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と

点
検
を
！

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
ほ
と

ん
ど
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
す
。
逃

げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

たけたん情報

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る
と

正
常
に
作
動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
定
期
的
に
点
検
を
し
、
設
置
か

ら
10
年
を
目
安
に
新
し
い
も
の
と
取

り
替
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
竹
田
市
消
防
本
部
☎
63-

０
１

１
９

 

労
　
働　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
は
「
過
労
死
等
防
止
啓
発

月
間
」
で
す

　

働
き
過
ぎ
…
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

あ
な
た
は
一
日
の
中
で
ど
の

く
ら
い
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？　

効
率
の
よ
い
仕
事
を
す
る
環
境
が
あ

り
ま
す
か
？　

健
康
な
か
ら
だ
、
適

切
な
労
働
時
間
、
健
全
な
労
働
環
境

に
つ
い
て
今
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

 

・
長
時
間
に
わ
た
る
過
重
な
労
働
は
、

疲
労
の
蓄
積
を
も
た
ら
す
最
も
重
要

な
要
因
で
す
。

 

・
時
間
外
、
休
日
労
働
が
月
45
時
間

を
超
え
て
長
く
な
る
ほ
ど
、
業
務
と

脳
・
心
臓
疾
患
の
発
症
と
の
関
連
性

が
強
ま
り
ま
す
。

○
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
（
毎
月
第
３
水

曜
日
）」「
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー
（
11

月
18
日
）」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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（
大
分
労
働
省
主
唱
）

■「
過
重
労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
設
置
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
７
日
㈯　

午
前
９
時

～
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
（
０
１
２
０
）

７
９
４-

７
１
３ 
を
実
施
し
ま
す
。

問
大
分
労
働
局
監
督
課 
☎
０
９
７

-

５
３
６-

３
２
１
２

■
労
働
講
座
を
開
催
し
ま
す

日　

時　

11
月
17
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　

所　

大
分
県
豊
後
大
野
総
合

庁
舎
３
階

内　

容　
「
安
心
し
て
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
づ
く
り
～
過
労
死
を
含

む
労
働
災
害
の
防
止
等
に
つ
い
て
～
」

講　

師　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監

督
署　

谷
口
幸
康
署
長

問
大
分
県
労
政
福
祉
課 

☎
０
９
７

-

５
０
６-

３
３
５
４

平
成
27
年
９
月
30
日
に

「
改
正
労
働
者
派
遣
法
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た

　

労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
制
へ
の

一
本
化
や
派
遣
期
間
制
限
の
取
扱
い

な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
分
労
働
局
職
業
安
定
部
需
給

調
整
事
業
室
あ
て
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

問
大
分
労
働
局
職
業
安
定
部
需
給

調
整
事
業
室　

☎
０
９
７-

５
３
５

-

２
０
９
５

 
住
　
宅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
！

１
．
公
営
住
宅
（
市
営
10
戸
、
県

営
６
戸
）

備　考
単身可
世帯
世帯

単身可
世帯

35 歳以下の単身
世帯
※

戸数
３
３
２
２
１
１
２
２

住　宅　名
玉来第 1 団地
下矢倉団地
県営下矢倉住宅
県営豊岡住宅
桐迫住宅
さくら住宅
桜住宅
県営桜住宅（3 階建て）

地　域

竹　田

久　住

荻

２
．
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
５
戸
）

備　考

世帯

 35 歳以下
の単身

 35 歳以下
の単身

戸数

2

２

１

住　宅　名

七里団地
E 棟

七里団地
F 棟

七里第 2 団地
B 棟

地　域

竹　田

■
申
込
方
法

　

竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
建

設
課
内
）
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設

課
に
備
え
付
け
て
い
る
入
居
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。　

募
集
期
間　

11
月
10
日
㈫
～
24
日 

㈫　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

抽
選
日　

11
月
27
日
㈮ 

午
前
10
時

～ （
市
本
庁
舎
）

入
居
指
定
日　

12
月
16
日
、
ま
た

は
平
成
28
年
１
月
１
日
。
次
回
の
募

集
月
は
平
成
28
年
1
月
で
す
。

詳
細
は
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー（
建

設
課
内
）　

☎
63-

４
４
０
０
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試
　
験　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
度
「
陸
上
自
衛
隊
」

高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
！

対
象
者　

15
歳
以
上
、
17
歳
未
満

の
男
子

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈰
～
12
月

４
日
㈮

試
験
日　

平
成
28
年
１
月
８
日
㈮

会　

場　

大
分
商
工
会
議
所

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　
☎
63-

３
３
２
０

県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
学
校

「
生
徒
募
集
」

申
込
期
間　

10
月
26
日
㈪
～
11
月

11
日
㈬

訓
練
期
間　

平
成
28
年
４
月
12
日

㈫
か
ら
（
１
年
間
、ま
た
は
２
年
間
）

対　

象　

平
成
28
年
３
月
高
校
卒

業
見
込
み
の
方

問
大
分
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
７-

５
４
２-

３
４
１
１

※詳しくは、センターまでお問い合わせください。

◆試験日時
①試験日時：平成 27 年 12 月５日㈯ 
※受付：8 時 15 分～ 8 時 30 分
②試験場所：豊後大野市民病院
　　　　　　大会議室
③試験内容：作文試験、適性検査（筆記）、
　資格調査（口頭）、面接試験

◆受験手続
①受験申込受付期間
　平成 27 年 10 月 5 日㈪～
　　　　　平成 27 年 11 月 24 日㈫必着
　8時30分～17時（土、日、祝日は受付不可）
②受験申込書の配付 
10 月 5 日㈪から、豊後大野市民病院で配
付します。様式は、市民病院ホームペー
ジからもダウンロードできます。

問合せ先・受験申込書の提出先  
豊後大野市民病院
医事 ･ 経営課 経営係 （☎ 0974-42-3121　内線 1233）
〒 879-6692　大分県豊後大野市緒方町馬場 276 番地

職種 採用予定
人　　数 年　齢 採用予定日 免許・資格

薬剤師 ２名 昭和40年4月2日
以降に生まれた人

平成28年4月1日

看護師 ３名
程度

昭和41年4月2日
以降に生まれた人

※採用日については、
　有資格者の場合、
　希望等確認し繰上
　げる可能性があり
　ます。

薬剤師免許 ( 国家試験免許 ) を有し
ている人 又は平成 28 年 3 月 31 日
までに予定されている国家試験に
おいて取得する見込みがある人
看護師免許 ( 国家試験免許 ) を有し
ている人 又は平成 28 年 3 月 31 日
までに予定されている国家試験に
おいて取得する見込みがある人

豊後大野市民病院では、平成 28年４月１日採用予定の職員の募集を行います。
募集要領は次のとおりです。

◆職種、採用予定人数、受験資格【＊地方公務員法第 16 条に該当
　する人は受験できません。】専門職（第 3 回）

平成27年度 豊後大野市 病院企業職員 採用試験のお知らせ
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有
す
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と

 

・
営
業
に
際
し
て
必
要
な
許
可
や
免

許
等
を
有
し
て
い
る
こ
と

 

・
過
去
３
年
間
に
お
い
て
税
金
等
の

滞
納
が
な
い
こ
と

 

・
過
去
３
年
間
の
営
業
に
お
い
て
法

令
に
違
反
、
罰
則
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
者
で
あ
る
こ
と

 

・
過
去
３
年
間
の
営
業
に
お
い
て
年

商
５
千
万
円
以
上
の
実
績
が
あ
る
こ
と

 
・
暴
力
団
体
関
係
組
織
ま
た
は
、
そ

の
他
反
社
会
的
暴
力
活
動
を
行
う
団

体
の
関
係
組
織
で
な
い
こ
と

出
店
条
件

 

・
運　

営
…
応
募
者
の
直
営

 

・
開
業
時
期
…
出
店
者
と
運
営
協
議

会
及
び
市
の
３
者
で
の
協
議
の
上
決
定

 

・
営
業
時
間
・
休
業
日
…
出
店
者
と

運
営
協
議
会
で
の
協
議
の
上
決
定

 

・
契
約
期
間
…
開
業
決
定
日
～
３
年

間
の
定
期
契
約
（
４
年
目
以
降
は
実

績
、
協
議
に
よ
り
判
断
）

 

・
敷
金
・
礼
金
等
…
な
し

 

・
賃
料
（
月
額
）
10
万
円

 

・
各
種
公
共
料
金
は
自
己
負
担

 

・
管
理
運
営
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
に
対

し
て
協
力
的
で
あ
る
こ
と

 

・
募
集
期
間
…
11
月
２
日
㈪
～
11
月

30
日
㈪　

書
類
持
参

 

・
出
店
者
の
決
定
…
選
定
審
査
会
に

て
決
定
し
ま
す

　

な
お
、
業
務
内
容
や
応
募
資
格

等
の
詳
細
及
び
申
請
書
類
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
直
入
支
所
産
業
建
設
課

☎
０
９
７
４-

75-

２
２
１
４

 

竹
田
税
務
署　

平
成
27
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
説
明
会

 

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
11
回
定
期
演
奏
会

日　

時　

11
月
８
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
開
場
／
午
後
２
時
～
開
演

たけたん情報

会　

場　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

入
場
料　
一
般
１
千
円
・
中
学
生
以

下
５
０
０
円

賛
助
出
演　

山
本
千
枝
子
（
ピ
ア

ノ
）
後
藤
万
里
子
（
リ
コ
ー
ダ
ー
）

問
奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

事
務
局　

☎
０
９
０-

７
２
９
０-

４
３
９
５
（
吉
野
）

 

保
　
健　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
1
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

今
年
テ
ー
マ
は
「AID

S IS N
O

T 

O
VER　

だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
」

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
い
て
も
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
他
人
に
感
染
さ
せ
る
力
は
あ

り
ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
で
す
の
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

◇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査

日　

時　

12
月
８
日
㈫　

午
後
５
時

～
午
後
７
時

※
前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
肥
保
健
所　
☎
０
９
７
４-

22

-
０
１
６
２

 

募
　
集　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
の
駅
お
づ
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン
」

テ
ナ
ン
ト
募
集

　

水
の
駅
お
づ
る
は
、
年
間
約
20
万

人
が
訪
れ
る
竹
田
市
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
施
設
内

で
平
成
15
年
か
ら
地
元
の
素
材
を
活

か
し
た
食
事
を
提
供
し
、
お
客
様
か

ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
レ
ス

ト
ラ
ン
「
よ
も
ぎ
亭
」
が
、
こ
の
度

閉
店
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
よ
も

ぎ
亭
」
の
よ
う
に
お
客
様
に
満
足
し

て
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
テ
ナ
ン
ト
出
店
者
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

対
象
施
設

 

・
名　

称
…
竹
田
市
直
入　

水
の
駅

お
づ
る

 

・
所
在
地
…
竹
田
市
直
入
町
大
字
下

田
北
１
３
１
９
番
地
１

 

・
施
設
管
理
…
指
定
管
理
者　

竹
田

市
農
産
物
直
売
所
直
入　

水
の
駅
お

づ
る
運
営
協
議
会

募
集
施
設

 

・
レ
ス
ト
ラ
ン
…
１
区
画
（
約
１
０

０
㎡
、
厨
房
含
む
）

応
募
資
格

 

・
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
事
業
所
を

■説明会日程

開催日時 場　所 対　象　者

11月16日㈪
14：00～15：30

竹田市役所
本庁舎

３階会議室

荻・直入・久住地域の
源泉徴収義務者

11月17日㈫
10：00～11：30 竹田市（上記以外）の

源泉徴収義務者11月17日㈫
14：00～15：30
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Taketa  Information

■申 ＝お申し込み先　問＝お問い合わせ先

問
竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
大

分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

☎
62-

２
３
１
５ 

 

大
久
保
病
院

地
域
公
開
講
座
を
開
講
し
ま
す

①
日　

時　

11
月
４
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

テ
ー
マ　
「
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

薬
の
飲
み
方
・
使
い
方
」

講　

師　

伊
藤
弘
樹
氏
（
大
分
大
学

医
学
部
附
属
病
院
薬
剤
部
長
）

②
日　

時　

11
月
30
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

テ
ー
マ　
「
未
定
」

講　

師　

犀
川
哲
典
氏
（
大
久
保
病

院
院
長
）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
大
久
保
病
院

（
久
住
町
栢
木
６
０
２
６

−

２
）
１
階

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
。
入
場
無
料
、

事
前
申
込
み
な
し
。

問
大
久
保
病
院 

☎
64-

７
７
７
７

 

相
　
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
支
部

「
法
律
無
料
相
談
会
」

日　

時　

11
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場　

所　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分

館
（
１
階
和
室
１
号
～
３
号
）

※
予
約
は
不
要
で
す
。

問
大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
支
部

☎
64-

９
１
１
１

人
権
特
設
な
ん
で
も
相
談
所

（
無
料
）

　

心
配
ご
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、

何
か
心
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
思
い
切
っ
て
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。難
し
い
手
続
き
も
な
く
、

相
談
は
無
料
で
す
。

求人
情報

ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさと
ハローワーク　問　☎63-1101

①接客係１人 16 ～ 20 万円　②配達員１人 15
～ 16 万円　③営業員１人 18 ～ 25 万円　④給
油所スタッフ 1 人 14 ～ 17.6 万円　⑤交通整備
員３人 13.8 ～ 14.4 万円　⑥介護スタッフ１人
11.9 万円　⑦事務員１人 12.3 万円　⑧作業員１
人 15 万円　⑨伐採作業員１人 19.8 万円　⑩鶏
舎作業及び管理業務１人 20.8 万円　⑪正看護師
１人 19.6～ 30.7万円　⑫調理師１人 20～ 25万円

〔パート求人（時給）〕
⑬品出し業務１人 750 円　⑭裁断工１人 700 円
⑮販売員１人 700 円　⑯保育スタッフ２人 730
～ 780 円　⑰清掃係１人 720 ～ 750 円　⑱事務
員１人 700 円　⑲セールスドライバー 1 人 800
～ 900 円　⑳寿司調理及びパック詰め２人 900
円　㉑介護職員 1 人 700 円　㉒商品の組立・棚
包１人 700 ～ 800 円　㉓農業スタッフ５人 700
～ 850 円　㉔惣菜担当者５人 800 円

会　場 日　時 対　象　者 電　話

竹田 12 月７日㈪
10：00 ～15：00

竹田市総合
社会福祉センター 63-3360

荻 12 月 10 日㈭
10：00 ～15：00 福祉健康エリア 68-3050

久住 12 月９日㈬
10：00 ～15：00

久住支所１階
会議室 76-1111

直入 12 月４日㈮
10：00 ～15：00 直入公民館 75-2240

【交通規制のお知らせ】
　大分県豊肥振興局大野川上流開発事業事務所発注の舗装復旧工事の
ため、荻町の一部の市道が通行止めおよび片側交互通行となります。
工事期間　平成 27 年 11 月～ 平成 28 年３ 月
工事場所　荻町叶野、高練木周辺
交通規制路線　北原畝数線ほか、畑かん工事により管水路を埋設した市道
施工業者　北原畝数線＝広域建設㈲　その他市道＝㈱髙山組
※ 11 月から随時着工します。各路線ごとの具体的な規制日程等
につきましては、施工業者から自治会長さん宛てにご連絡いたします。
●お問い合せ　大野川上流開発事業事務所　☎ 68-2723
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竹
田
市
民
は
乳
児
嘔
吐
下
痢
症

予
防
ワ
ク
チ
ン
が
無
料
で
す

　

冬
に
流
行
す
る
も
の
と
し
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
と
も
に
嘔
吐
下
痢

症
が
あ
り
ま
す
。
嘔
吐
下
痢
症
は
、

世
界
的
に
は
子
ど
も
の
死
因
の
ト
ッ

プ
3
に
入
っ
て
お
り
、
衛
生
状
態
の

よ
い
日
本
で
あ
っ
て
も
、
時
々
、
嘔

吐
下
痢
に
よ
る
脱
水
で
の
子
ど
も
の

死
亡
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
こ
れ
ま
で
の
医
者
の
キ
ャ
リ
ア
の

な
か
で
、
実
際
に
亡
く
な
っ
た
子
ど

も
を
複
数
名
、
診
て
き
ま
し
た
。
と

て
も
辛
く
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ

と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
原
因
は
、
年
長
児
～
成
人
で

あ
れ
ば
主
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
乳
幼

児
で
あ
れ
ば
主
に
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
ク
リ
ー
ム
色
～
白
色
の
下
痢
が

で
る
と
き
は
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
で
す
。

　

そ
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ

ク
チ
ン
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
？
２
０
１
１
年
に
発
売
さ
れ

て
は
い
ま
し
た
が
、
任
意
予
防
接
種

で
す
の
で
、
数
万
円
の
出
費
が
必
要

で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
竹
田
市
で
は
２
０
１

５
年
度
か
ら
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

助
成
を
開
始
し
、
今
で
は
無
料
で
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
注
射
で

は
な
く
飲
む
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
世
界

で
は
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
乳

児
の
嘔
吐
下
痢
症
に
よ
る
死
亡
例
が

減
少
し
た
だ
け
で
な
く
、
予
防
接
種

し
て
い
な
い
家
族
の
嘔
吐
下
痢
症
も

減
少
し
た
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
生
後
15
週
よ
り
前
ま
で

に
初
回
を
接
種
し
な
い
と
、
腸
重
積

と
い
う
腸
が
腸
に
め
り
込
ん
で
危
険

な
状
態
に
な
る
副
反
応
の
リ
ス
ク
が

増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
生
後
15
週
を
過
ぎ
て
い
る
お

子
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
接
種
を
始
め
る

こ
と
は
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
以

前
に
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

第16 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――

休日当番院情報

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

11/　1㈰ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 0974-62-2400
11/　3㈫ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 0974-68-3263
11/　8㈰ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 0974-76-0008
11/15㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001
11/22㈰ 竹下歯科医院〔竹田〕 0974-62-2662
11/23㈪ 歯科筑紫医院〔久住〕 0974-76-0024
11/29㈰ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 0974-64-1118

　※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕平日夜間 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　休日 8：30 ～ 21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　日曜・祝祭日 8：30 ～ 21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

11/  1㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11/  3㈫ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11/  7㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11/  8㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11/14㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11/15㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11/21㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11/22㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11/23㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

11/28㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11/29㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

12/  5㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12/  6㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00 ～ 11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30 ～ 12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。
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P27（健康一直線）

　
11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー 

」
で
す

血
糖
値
が
高
い
と
ど
う
な
る
の
？

知
ら
な
き
ゃ
損
！
悪
化
予
防
の
鍵

■

命
に
関
わ
る
糖
尿
病

　

糖
尿
病
と
は
、
血
液
中
の
糖
の
濃

度
（
血
糖
値
）
が
慢
性
的
に
高
い
状

態
が
続
く
病
気
で
す
。竹
田
市
で
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
15
・

59
％
、
大
分
県
で
は
、
17
・
39
％
が

糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
逃
せ

な
い
身
近
な
病
気
と
い
え
ま
す
。（
平

成
26
年
度
版 

大
分
県
国
民
健
康
保

険 

生
活
習
慣
病
の
実
態
か
ら
引
用
）

糖
尿
病
の
初
期
は
ほ
と
ん
ど
症
状

が
な
く
自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い

病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
悪
化
す
る
と
脳
梗
塞
・

腎
症
（
透
析
）･

心
筋
梗
塞
な
ど
、

多
く
の
深
刻
な
病
気
を
引
き
起
こ

す
た
め
、
初
期
か
ら
の
悪
化
予
防
が

重
要
で
す
。

■

悪
化
予
防
の
鍵
は
３
つ
！

 

１
つ
目
の
鍵　

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

　

ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
糖
尿
病
の

初
期
を
い
ち
早
く
発
見
す
る
に
は
、

健
康
診
査
を
受
け
、
自
分
の
体
を
客

観
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
。

　

そ
の
１
つ
の
指
標
と
し
て
、
血
糖

値
・HbA1c

が
あ
り
ま
す
。（
図
①
）

　

特
に
40
か
ら
50
代
の
働
き
盛
り

の
人
々
は
健
康
状
態
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
た
め
、
ぜ
ひ
健
診

の
受
診
を
勧
め
ま
す
。

 

２
つ
目
の
鍵　

お
薬
の
確
実
な
内
服

　

食
事
や
運
動
と
い
っ
た
生
活
習
慣

の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
血
糖

値
を
適
切
に
保
つ
た
め
に
、
糖
尿
病

の
治
療
薬
を
軽
度
の
う
ち
か
ら
確

実
に
飲
む
こ
と
が
大
切
。
い
つ
も
お

薬
が
余
っ
て
し
ま
う
方
、
飲
む
の
を

つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
る
方
は
、

医
師
や
薬
剤
師
等
の
地
域
の
支
援

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に

合
っ
た
薬
の
飲
み
方
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。

 

３
つ
目
の
鍵

糖
尿
病
連
携
手
帳
の
活
用

　

皆
さ
ん
、「
糖
尿
病
連
携
手
帳
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。
糖
尿
病
連
携
手
帳

と
は
、
病
院
や
薬
局
で
配
布
し
て
お

り
、
自
分
自
身
の
検
査
結
果
や
治
療

経
過
、
指
導
を
受
け
た
内
容
な
ど
を

記
録
で
き
る
も
の
で
す
。（
図
②
）

　

手
帳
は
糖
尿
病
の
悪
化
予
防
・
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
な
鍵
で
す
。

　

手
帳
を
使
い
自
分
自
身
で
経
過

を
振
り
返
え
る
と
と
も
に
、
病
院
や

薬
局
、
保
健
師
な
ど
地
域
の
支
援
者

に
手
帳
を
み
て
も
ら
い
、
自
分
自
身

に
合
っ
た
療
養
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
も
悪
化
予
防
の
１
つ

で
す
。

◆
大
分
県
豊
肥
保
健
所
の
動
き

　

当
保
健
所
で
は
、『
糖
尿
病
療
養

支
援
者
連
絡
会
』の
開
催
を
通
し
て
、

医
師
や
薬
剤
師
、
糖
尿
病
療
養
指
導

士
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
と

一
緒
に
糖
尿
病
の
発
症
予
防
～
重
症

化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
地
域
の
支
援
者
に

手
帳
や
内
服
の
状
況
等
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
一
緒
に
糖
尿
病
の
悪
化
を

予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健
課

　
☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２

●？ご自身の血糖値はご存知ですか
空腹時血糖値（㎜Hg） HbA1c（％）

126以上

110〜125

100〜109

6.5 以上

6.0〜 6.4

5.6〜 5.9 ※HbA1cとは？
　1～2ヵ月間の血糖状態を評価する値

糖尿病が強く疑われます。
すぐに医療機関へ受診を！
糖尿病の一歩手前です。
生活習慣の改善を！

（図①）

（図②）

〔参考〕科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン 2013（日本糖尿病学会）
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ミステリアス！竹田キリシタンⅡ

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
Ⅱ　
【
岡
本
篇
・
後
章
】

三
宅
大
庄
屋
に
も
残
っ
て
い
た
！

「
踏
絵
の
置
き
石
」と
驚
愕
の
逸
話

か
つ
て
、
岡
本
三
宅
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
踏
絵
の
名
残
と
も
言
え
る
置
き
石
が
元
大
庄

屋
宅
の
庭
に
今
も
残
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
先
祖
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
た
貴
重

な
逸
話
が
あ
っ
た
。

　

直
入
町
長
野
に
踏
絵
の
置
き
石
が

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
こ
の
連

載
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た

だ
、
掲
載
当
時
は
長
野
地
区
だ
け
に

し
か
踏
絵
の
置
き
石
は
無
い
と
思
っ

て
い
た
の
だ
が
、
意
外
に
も
岡
本
三

宅
地
区
に
も
残
っ
て
い
た
。
こ
の
置

き
石
（
画
像
①
）
は
長
野
地
区
の
も

の
よ
り
も
サ
イ
ズ
的
に
小
さ
く
、
野

球
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
状
の
形
を
し
て

い
て
、
縦
横
と
も
に
概
ね
１
㍍
ほ
ど

だ
っ
た
。
通
常
、
絵
踏
み
は
土
間
や

座
敷
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
わ
ざ

わ
ざ
置
き
石
を
使
用
す
る
の
は
、
岡

藩
特
有
の
方
式
と
も
言
え
る
珍
し
い

も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
で
は
、
置
き

石
を
使
用
し
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県
鎌
倉

市
在
住
の
研
究
家
で
あ
る
高
橋
悦
子

氏
は
、
独
自
の
見
解
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
「
竹
田
に
あ
る
踏
絵
の
置
き
石
は

洗
礼
の
時
に
使
わ
れ
た
『
水
受
け
の

石
』
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
は
生し
ょ
う

害が
い
せ
き石

と
も
言
わ
れ
、
神
奈
川
県
小
田

原
の
北
条
氏
政
、
氏
照
の
墓
、
山
梨

県
甲
州
市
の
武
田
勝
頼
の
墓
、
有
馬

晴
信
（
注：１
）
の
墓
に
あ
り
、ま
た
、

松
山
城
二
の
丸
に
あ
る
蒲
生
忠
知
、

福
井
県
坂
井
市
の
松
平
忠
直
の
ま
な

板
石
と
も
そ
っ
く
り
で
す
。
こ
の
上

に
立
つ
こ
と
は
洗
礼
を
受
け
る
の
で

す
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
と
っ
て
名

誉
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
踏
絵
を

こ
の
石
に
置
い
た
の
で
し
ょ
う
。
絵

を
踏
む
こ
と
は
辛
い
こ
と
で
す
が
、

石
に
立
つ
こ
と
は
誉
れ
に
な
る
の
で

す
。（
※
注
１
）」

　

こ
の
説
を
基
に
す
る
と
、か
つ
て
、

庄
屋
宅
で
は
置
き
石
の
上
で
絵
踏
み

を
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
洗
礼

の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
驚

く
べ
き
話
と
な
る
。
で
は
、
三
宅
地

区
の
絵
踏
み
の
実
態
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

所
有
者
で
あ
る
Ｉ
氏
の
話
で
は
、

こ
こ
三
宅
大
庄
屋
で
も
植
木
大
庄
屋

の
取
材
の
時
に
聞
い
た
話
と
同
じ
よ

う
に
、
絵
踏
み
と
は
名
ば
か
り
で
、

実
際
に
は
踏
絵
を
踏
ま
せ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
の
だ
。
だ
が
、
藩
の
出

先
機
関
も
兼
ね
る
大
庄
屋
宅
に
お

い
て
、
そ
の
よ
う
な
絵
踏
み
の
「
ま

ね
事
」
が
公
然
と
ま
か
り

通
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

極
端
に
言
え
ば
、
そ
れ
は

『
藩
ぐ
る
み
の
キ
リ
シ
タ

ン
隠
し
』
だ
っ
た
と
言
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、興
味
深
い
の
は
、

大
庄
屋
時
代
の
ご
先
祖
は
大
変
な

貧
乏
を
な
さ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

だ
。
本
来
、
大
庄
屋
と
も
な
れ
ば
、

相
当
な
収
入
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

Ｉ
氏
の
ご
先
祖
は
、
そ
の
収
入
の
多

く
を
貧
し
い
人
々
に
惜
し
み
な
く
分

け
与
え
た
結
果
、
逆
に
自
分
の
家
は

常
に
貧
乏
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
行
動
と
考
え
方
は
、
現
在
の
福

祉
の
原
点
と
も
言
え
る
キ
リ
シ
タ
ン

集
団
の
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
（
慈
悲

の
組
）
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
て
三
宅
の
キ
リ
シ
タ
ン

は
、
藩
と
大
庄
屋
の
保
護
の
下
、
形

だ
け
の
絵
踏
み
を
済
ま
せ
た
後
、
ア

ー
メ
ン
の
丘
で
金
比
羅
様
に
コ
ン
ピ

サ
ン
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

 （
南
蛮
文
化
振
興
室
長
後
藤
篤
美
）

（
注
１
）
高
橋
氏
が
名
前
を
挙
げ

　

た
武
将
は
、
い
ず
れ
も
キ
リ
シ

　

タ
ン
、
ま
た
は
、
キ
リ
シ
タ
ン

　

に
縁
の
深
い
人
々
で
あ
り
、
そ

　

の
よ
う
な
人
た
ち
の
周
り
に
は

　

生
害
石
、
ま
た
は
、
ま
な
板
石

　

と
呼
ば
れ
る
置
き
石
が
あ
っ
た

　

と
述
べ
て
い
る

藩
ぐ
る
み
の「
キ
リ
シ
タ
ン
隠
し
」だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

↑【画像①】岡本地区の三宅
　大庄屋だった家の庭に、今
　も残る「踏絵の置き石」

➡
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人権シリーズ　No.7
　

10
月
に
徳
島
市
の
市
道
で
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
師
の
男
性
が
ダ
ン
プ
カ
ー
に
は
ね

ら
れ
死
亡
し
ま
し
た
。
男
性
は
視
覚
障

害
者
で
、
一
緒
に
歩
い
て
い
た
盲
導
犬

も
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

目
が
見
え
る
人
か
ら
す
る
と
、
周
辺
の

状
況
が
わ
か
ら
ず
、
外
出
す
る
こ
と
は

恐
怖
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
が
、
視
覚
障

害
者
の
方
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
仕
事

や
買
い
物
な
ど
で
外
へ
出
か
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

視
覚
障
害
者
の
方
が
一
人
で
外

出
し
歩
行
す
る
に
は
、
①
「
白
杖
を
使

う
」　

②
「
盲
導
犬
を
使
う
」
の
２
つ

の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
①
の

白
杖
は
、
前
方

の
障
害
物
を
感

知
し
た
り
、
ま

わ
り
の
状
況
を

判
断
し
た
り
し

ま
す
。
②
の
盲
導
犬
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
見
え
な
い
人
に
、「
路
地
が
あ
る

こ
と
、
段
差
が
あ
る
こ
と
、
入
口
の
場

所
」
な
ど
を
知
ら
せ
ま
す
。
今
回
の
事

故
の
よ
う
に
、
危
険
が
あ
っ
た
場
合
は
、

動
か
な
い
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
危
険
を

知
ら
せ
ま
す
。
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
、

外
出
は
常
に
不
安
と
隣
り
合
わ
せ
な
の

で
す
。

　

階
段
や
段
差
が
あ
る
こ
と
は
、
視
覚

障
害
者
だ
け
で
な
く
、
車
椅
子
を
使
う

人
や
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
障
害
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
駅
や
公
共
施
設
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
高
齢
者
だ
け

で
な
く
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
利
用
も
で
き
ま

す
。

　

今
回
の
事
故
の
場
合
、
歩
道
が
き
ち

ん
と
整
備
さ
れ
て
い
た
り
車
の
誘
導
を

す
る
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
ら
、
防
げ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
対
策
は「
合
理
的
配
慮
」

と
言
わ
れ
ま
す
。「
不
当
な
差
別
的
取

扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ

と
」
が
差
別
に
な
る
と
し
た
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
が
２
０
１
３
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
障
害
の
あ

る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る

社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

 

障
害
者
が
住
み
よ
い
町
は
、
誰

も
が
住
み
よ
い
町
で
す
。
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
等
の
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く

声
か
け
等
の
ソ
フ
ト
面
の
対
応
を
行
い
、

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

と
い
う
視
点
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線 

３
４
３
）

「
変
ら
な
い
竹
田
」の
虜
に
な
っ
た
理
由

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
渡
辺
剛
さ
ん
に
聞
く

　
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

　

お
っ
と
り
と
し
た
性
格
の
渡わ
た
な
べ
ご
う

辺
剛
さ

ん
（
40
歳
）。
出
身
は
大
分
県
佐
伯
市
。

前
職
は
東
京
で
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
て
か
ら
も
ウ

ェ
ブ
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
「
農
村
回
帰
～
竹
田
市
移
住
・

定
住
支
援
サ
イ
ト
～
」
を
一
人
で
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
せ
ま
し
た
。
サ
イ
ト
を
見
た

移
住
希
望
者
か
ら
は
、「
分
か
り
や
す
い
」

「
見
や
す
い
」
と
好
評
で
、
今
で
は
竹

田
市
の
移
住
政
策
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
も

別
の
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
が
協
力
隊
に
な
っ
た
の
は
、

田
舎
暮
ら
し
を
考
え
始
め
た
頃
に
、
親

か
ら
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
が

竹
田
で
あ
る
」
と
い
う
連
絡
を
も
ら
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
以
前
、
旅
で

竹
田
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、「
良
い
場

所
だ
な
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
こ

と
も
後
押
し
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
前
職

と
は
違
う
仕
事
を
し
た
く
て
協
力
隊
に

な
る
方
が
多
い
中
で
、
渡
辺
さ

ん
は
協
力
隊
に
な
っ
て
か
ら
も

前
職
と
同
じ
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
今
は
や
り
が
い
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
「
東
京
の
頃
は
企
業
の
利
益
に

貢
献
す
る
た
め
に
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
竹
田
へ
の
移

住
を
考
え
る
人
た
ち
の
た
め
に

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
仕
事
が

人
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
大

き
な
違
い
で
す
し
、
や
り
が
い
と
な
っ
て

い
ま
す
」

　

趣
味
は
、釣
り
と
カ
メ
ラ
。仕
事
中
は
、

室
内
に
籠
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

休
日
に
な
れ
ば
外
に
出
か
け
る
ア
ウ
ト

ド
ア
派
で
す
。
最
近
で
は
、
自
ら
釣
っ
た

魚
を
料
理
す
る
よ
う
に
な
り
、「
料
理
の

腕
も
上
が
っ
た
」
と
誇
ら
し
気
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
竹
田
で
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ラ
ブ
を
作
り
た
い
。釣
り
や
キ
ャ
ン
プ
、

Ｂバ
ー
ベ
キ
ュ
ー

Ｂ
Ｑ
等
を
一
緒
に
で
き
る
仲
間
を
探

し
て
い
ま
す
」
と
、
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
作
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

任
期
終
了
後
に
つ
い
て
は
、「
竹
田
に
残

り
た
い
」と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。今
後

も
ウ
ェ
ブ
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
そ
う
で
す
。
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も

ま
す
ま
す
充
実
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

地域おこし協力隊通信　②

↑経験を生かして活躍する渡辺剛さん

大分市出身。25 歳。京都の大学を卒
業後、昨年度から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。毎月発行される「たけた協
力隊新聞」編集長としても活躍中。
今年６月に市内に竹田を拠点に活動
している作家たちの作品を商品とし
て取り扱う土産店「michi」を向町に
オープン。

〔取材・文〕

宮﨑　透
 Toru Miyazaki

頑張ります！

10月１日に着任した地域おこし協力隊員をご紹介します。   
（①住所地　②勤務先　③抱負）

①東京都世田谷区出身
②商工観光課・国際観光案内所
③初めまして！竹間梨香（チクマリカ）です！幼い
　頃から家族でキャンプに行ったりしていたのが影
　響し、中学生頃からキャンプスクールカウンセラ
　ーとして、キャンプやシュノーケルを教えたりと、
　アウトドア大好きです。 
　2012 年にアイスランドにボランティアに行ったの
　がキッカケとなり沢山の人と関わり合える " 旅 " に
　はまり、その後 16 か国程を旅して、沢山の人と出
　会いました。その後はスペインに留学して、沢山
　の事を学び、今は竹田市に来ました。竹田で沢山
　の方と触れ合い、関わりたいと思っています。街
　で見かけたら声かけてください。そして、竹田で
　スペイン語の教室が出来たらいいなって思ってい
　ます。
　笑顔が取り柄なので、竹田に明るい笑顔を届けら
　れたらと思います！

竹ち
く

間ま

り

か
梨
香
さ
ん

（22歳）
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教　育

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
22

年
度
よ
り
「
新
し
い
学
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
画
し
、
東
京
大
学
Ｃ
ｏ

Ｒ
Ｅ
Ｆ
（
大
学
発
教
育
支
援
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
推
進
機
構
）
と
連
携
し
て

研
究
及
び
実
践
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
か
ら
26
年
度
ま
で
の
３

年
間
は
、
竹
田
小
・
中
学
校
で
、
ま

た
平
成
26
年
か
ら
28
年
度
の
３
年
間

は
久
住
小
・
中
学
校
が
市
の
研
究
指

定
校
と
し
て
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
を
目
指
し
、
授
業
実
践
・

公
開
研
究
授
業
を
試
み
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

10
月
９
日
、竹
田
市
「
協
調
学
習
」

授
業
研
究
会
が
久
住
小
学
校
・
中
学

校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
遠
く
は
北

海
道
か
ら
の
参
加
を
含
め
、
全
国
か

ら
１
６
１
名
の
教
師
の
皆
さ
ん
が
本

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
久
住
小
学
校
で
は
３
年

生
・
国
語
「
人
を
つ
つ
む
︱
世
界
の

家
め
ぐ
り
︱
」（
授
業
者
・
下
田
公

嗣
先
生
）
と
６
年
生
・
国
語
「
町
の

も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
」。
こ
の
日
、

23
人
の
生
徒
た
ち
は
、短
編
小
説「
羅

生
門
」「
杜
子
春
」「
蜘
蛛
の
糸
」
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
班
か
ら
、
７
つ
の
ジ

グ
ソ
ー
班
に
分
か
れ
、
各
作
品
の
主

人
公
が
ど
ん
な
人
間
だ
っ
た
か
を
ま

ず
話
し
合
い
、
次
に
課
題
に
つ
い
て

答
え
を
導
き
、
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
活
動

で
、各
班
の
答
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

集
中
力
を
持
続
し
、
生
き
生
き
と

発
言
す
る
生
徒
た
ち
。
こ
れ
か
ら
も

「
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
友
だ
ち
と

意
見
交
換
し
、
相
手
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
協
力
し
て
課
題
を
解
決
で

き
る
子
ど
も
」
が
育
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

関
係
者
や
保
護
者
ほ
か
約
２
０
０

人
が
出
席
。
志
賀
美
織
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

が
伴
奏
し
、
児
童
生
徒
ら
が
作
詞

の
制
作
に
携
わ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
竹
田
支
援
学
校
の
歌
」「
ぼ
く
ら
の

歌
」「
学
び
舎
の
う
た
」
の
３
曲
の

発
表
が
あ
り
、
同
校
の
発
展
と
感
謝

の
思
い
を
込
め
て
、
出
席
者
全
員
で

歌
い
ま
し
た
。

幸
福
論
︱
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
︱
」

（
授
業
者
・
熊
谷
文
江
先

生
）、
久
住
中
学
校
で
は

２
年
生・数
学「
確
率
」（
授

業
者
・
吉
良
康
平
先
生
）

と
３
年
生
・
国
語
「
芥
川

作
品
を
読
も
う
」（
授
業

者
・
坂
本
佐
知
子
先
生
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
「
知
識
構
成
型

ジ
グ
ソ
ー
法
」
を
用
い
た

学
習
授
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
久
住
中
３
年
・

国
語
、
メ
イ
ン
の
課
題
は

「
芥
川
が
描
き
た
か
っ
た

人
間
の
本
質
と
は
ど
ん
な

久
住
小
・
中
学
校
で

「
協
調
学
習
」授
業
研
究
会
開
催

↑説明する力を育てる「ジグソー活動」

↑「クロストーク活動」。他班の発言を熱心に聞き、自分の感じたことを発表。

竹
田
支
援
学
校

「
歌
」で
50
周
年
を
祝
う

　

竹
田
支
援
学
校
（
秦
靖
恵
校
長
・

39
人
）が
創
立
50
周
年
を
迎
え
、10
月

３
日
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。↑元気に歌う支援学校児童生徒のみなさん

↑「新デザインの学生服」お披露目もありました

平成 27 年度

視覚障がい教育相談（巡回相談）
　大分県立盲学校では、視覚に関わる巡回教
育相談を実施いたします。

日　　時　12 月 3 日㈭　10：30 ～ 15：00
場　　所　豊後大野市中央公民館
相談内容　家庭での接し方や、保育・教育・ 医
　　　　　療に関すること
相談対象　視覚障がいのある幼児児童生徒成
　　　　　人、及びその保護者・関係者（保
　　　　　育士・教員等）
申込方法　竹田市教育委員会学校教育課に「視
　　　　　覚障がい教育相談票」があります
　　　　　ので、必要事項を記入のうえ、お
　　　　　申し込みください。
申込締切　11 月 11 日㈬
●お問い合せ〔相談担当〕大分県立盲学校（大
　分市金池町 3-1-75）☎ 097-532-2638
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第67回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭

紙上作品展
　画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭審査が 10 月７日、竹田市
Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館で行われ、絵画の部（3,664 点）、書写
書道の部（1,900 点）に出品された 5,564 点の中からそれぞれ 28 点が
特賞に選ばれました。
　授賞式は 11 月 3 日（火・祝）、久住公民館くじゅうサンホールにて
行われます。特賞作品は 10 月 31 日㈯～ 11 月 3 日㈫午前中まで久住
公民館で展示されます。
　また、11 月 17 日㈫午後 1 時～ 23 日（月・振休）まで市民ギャラ
リー水琴館で特賞作品のみ再展示を行います。
　今月号は文部科学大臣賞作品、及び市内の特賞受賞作品をご紹介し
ます。（敬称略）

絵画の部 文部科学大臣賞
岸田　琉依（安心院高２年）

大分県美術協会長賞
佐竹　拓樹（宮城台小４年）

毎日新聞社賞
渡部　聡太（宮城台小３年）

毎日新聞社賞
佐藤　杏（豊岡小１年）

竹田市美術協会長賞
増山　葉月（荻小２年）

（一財）田能村竹田
顕彰会理事長賞

小島　哲弘（荻小４年）

竹田市造形教育
研究会長賞

清水　心優（直入小１年）

竹田市観光ツーリズム
協会長賞

荒巻　みお（都野小１年）

エフエム大分賞
佐藤　綾香（豊岡小６年）

書
写
書
道
の
部
文
部
科
学
大
臣
賞　
花
宮　

蓮
（
大
分
高
３
年
）

竹
田
市
長
賞　
大
賀　

美
咲
（
南
部
小
６
年
）

竹
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　
小
島　

広
大
（
南
部
小
４
年
）

毎
日
新
聞
社
賞

橋
爪　

真
依
（
竹
田
中
２
年
）

大分県教育委員会
教育長賞

井出こころ（竹田中３年）

竹田市長賞
犬童　一斗（竹田中２年）
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　

本
校
は
、
全
校
児
童
43
名
、
４
・

５
年
生
が
複
式
で
特
別
支
援
学
級
が

１
学
級
の
６
学
級
の
学
校
で
す
。
今

年
度
は
、
竹
田
市
Ｔ
Ｏ
Ｐ
〈
Ｓ
Ｕ
Ｎ

３
〉
運
動
の
小
規
模
校
学
力
向
上
に

つ
い
て
、
３
年
間
の
研
究
指
定
を
受

け
、
算
数
を
中
心
に
研
究
を
開
始
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
白
丹
と
い
え
ば
「
体
育
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
44

年
間
に
わ
た
り
体
育
の
研
究
を
継

続
・
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
先
の
研
究
指
定
も
あ
り
、
新
た

な
研
究
を
進
め
る
ま
で
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

も
と
に
、
体
育
学
習
・
体
育
活
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
春
と

秋
に
開
催
す
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
」

は
、
体
育
の
時
間
を
中
心
に
器
械
体

操
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
表
す
る

場
で
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
大

勢
見
学
に
こ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

熱
の
入
っ
た
演
技
を
披
露
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
、
春
に
「
跳
び
箱
運

動
」
秋
に
「
マ
ッ
ト
運
動
・
鉄
棒
運

動
」の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
春・

秋
の
両
方
と
も
、
器
械
体
操
に
つ
い

て
の
外
部
講
師
を
招
き
、
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。器
械
運
動
と
い
う
と
、

「
き
つ
い
」
と
か「
痛
い
」と
か
い
っ
て

尻
込
み
す
る
子
ど
も
を
よ
く
見
受
け

ま
す
が
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

技
の
上
達
に
む
け
、
体
育
等
の
時
間

の
み
な
ら
ず
、
休
み
時
間
も
使
っ
て

熱
心
に
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
器

械
体
操
に
つ
い
て
の
外
部
講
師
を
各

２
回
ず
つ
招
き
、
指
導
を
受
け
て
い

る
こ
と
も
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
と
米

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
が
出
る
頃
に
は
収
穫
を

終
え
て
お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

学
年
ご
と
の
イ
モ
料
理
体
験
や
試
食
、

新
春
餅
つ
き
大
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
石　

哲
治
）

器
械
体
操
の『
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
』

今
月
の
学
び
舎　

白
丹
小
学
校

↑鉄棒運動 ↑跳び箱運動

↑米づくり体験

　

日
本
屈
指
の
高
濃
度
炭
酸
泉
長

湯
温
泉
近
く
の
長
湯
ダ
ム
湖
に
、

国
内
淡
水
湖
で
初
の
ケ
ー
ブ
ル
を

活
用
し
た
常
設
の
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー

ド
の
公
式
競
技
場
が
完
成
し
た
。

今
回
は
こ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。

⃝

施
設
の
仕
組
み
に
つ
い
て

　
マ
ス
ト
（
支
柱
）
に
水
面
か
ら
８

～
９
㍍
の
高
さ
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
巡

ら
し
、
電
気
モ
ー
タ
ー
で
時
速
35

㎞
程
度
で
１
周
約
５
０
０
㍍
を
周

回
す
る
。

⃝

競
技
法
に
つ
い
て

　

プ
レ
イ
ヤ
ー
（
選
手
）
は
ワ
イ

ヤ
ー
か
ら
下
が
っ
た
ロ
ー
プ
の
ハ
ン

ド
ル
を
掴
ん
で
水
面
を
滑
走
し
、
ス

ラ
ロ
ー
ム
や
ジ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
技

の
華
や
か
さ
や
、
飛
型
点
な
ど
に
よ

り
得
点
を
競
い
合
う
。

⃝

今
後
に
つ
い
て

　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
と
違
っ
て
電
気

モ
ー
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
騒

音
や
水
質
汚
染
な
ど
が
な
く
、
環

境
に
優
し
い
こ
と
か
ら
３
千
万
人

の
愛
好
者
が
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

４
０
０
箇
所
の
施
設
が
あ
り
、
人
気

の
高
い
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
。
因
み
に
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
追
加
種
目
と
し
て
正

式
競
技
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
経

緯
も
あ
り
、
観
光
地
域
の
活
性
化

を
も
含
め
て
今
後
が
期
待
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
。

　

こ
の
施
設
は
「
株
式
会
社
ス
ト

ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
ス
ポ
ン
サ

ー
と
し
て
一
般
社
団
法
人
日
本
ウ
ェ

イ
ク
ボ
ー
ド
協
会
が
設
立
し
た
が
、

完
成
後
竹
田
市
ヘ
無
償
で
譲
渡
さ

れ
、
管
理
運
営
は
市
の
委
託
を
受

け
た
「
ウ
ェ
イ
ク
パ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
」
が
当
た
っ
て
い
る
。

　

去
る
７
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

が
、
早
速
９
月
13
日
に
は
日
本
ウ

ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
協
会
の
ツ
ア
ー
第
２

戦
が
行
わ
れ
、
更
に
11
月
８
日
に

は
全
日
本
選
手
権
大
会
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。　
　
　
　
（
清
水
誠
一
）

資
料　
・
竹
田
市
直
入
支
所
産
業
建
設
課

　
　
　
・
ウ
ェ
イ
ク
ジ
ャ
パ
ン
KK

長湯ダム湖「ウェイクケーブルパーク」誕生
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↑雄大な自然に囲まれた学校舎
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■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

図書館に行こう

【一般の本】
・鯨分限（光文社）　　　　　　　　　　　　　　伊東　　潤
・サワコの朝（大和書房）　　　　　　　　　　　阿川佐和子
・琥珀のまたたき（講談社）　　　　　　　　　　小川　洋子
・悪の力（集英社）　　　　　　　　　　　　　　姜　　尚中
・となりのセレブたち（新潮社）　　　　　　　　篠田　節子
・25 年目の「ただいま」（静山社）　　　サルー・ブライアリー
・最新地図で読む世界情勢（CCC メディアハウス）

ジャン＝クリストフ・ヴィクトル
・知る沖縄（朝日新聞出版）　　　　　　　　　　木村　　司
・農家の手づくり野良着　（農山漁村文化協会）

　農山漁村文化協会編
・人生はもっとニャンとかなる！（文響社）　　　水野　敬也

【子どもの本】
・ペンダーウィックの四姉妹１,２巻（小峰書店）ジーン・バーズオール
・陳　建民　四川料理を日本に広めた男（ちくま評伝シリーズ〈ポルトレ〉）
　（筑摩書房）　　　　　　　　　　　　　　 筑摩書房編集部

・だいおういかのいかたろう（大型絵本）（鈴木出版）　　
ザ・キャビンカンパニー

・ねこさんスパゲッティ（ひさかたチャイルド）　夏目　尚吾
・おなやみ相談部（講談社）　　　　　　　　　みうらかれん
・さかさまさかさ（亜紀書房）　　　　　ピーター・ニューエル
・だーれもいないだーれもいない（復刊ドットコム）　片山　　健
他　70 冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

「『鼓動のうた』愛と命の名歌集」
東　直子　毎日新聞社

　近代短歌から新鮮な現代短歌まで、300 首
あまりを読み解き、愛するということ、生きること
の謎にせまった人気歌人の珠玉のエッセイ。
　9 月に「作家と語ろう」のトークイベントを竹田
で開催したエフーディの会のメンバーでもある東直
子さんの本です。
　胸の想いをこの歌に、五七五七七のリズムによる
言葉の味わいを楽しみ、共鳴してみませんか！と言
っていらっしゃいます。ぜひ読んでみてください。

「あんずの木の下で」
小手鞠るい　原書房

　昭和 7 年、日本で初め
て設立された、手足の不自由
な子どもたちのための「光明学校」。
　戦時中、学童疎開の対象外にされた生徒たち
を自力で疎開させた校長先生の苦労や、生徒た
ちの長く辛い疎開生活を描いた知られざるノン
フィクション。
　子どもから大人まで幅広い世代に送る「命の
メッセージ」です。だれも知らなかった戦争が
ここにある、もうひとつの戦争を伝える一冊で
す。

秋の読書週間が始まりました！
　秋の読書週間が 10 月 27 日～ 11 月 9 日まで開催されています。こ
の標語には読みたいという本に出会い、そのときの状況までも心に
残る読書体験が多くの人に広がってほしいとの願いが込められてい
ます。竹田市立図書館はそんなみなさんをいつも応援しています！

「いつだって、読書日和」の図書館へどうぞ !!

（アミ）が竹田市立図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月11
http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　11月18日㈬　14：00～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　11月  5日㈭　14：00～14：30（南部幼稚園）
　11月19日㈭　14：00～14：30（竹田幼稚園）

日 月 火 水 木 金 土
1

く
な

2
お

3 4 5 6 7
おく
な

8
く
な

9
お

10 11 12 13 14
おく
な

15
く
な

16
お

17 18 19 20 21
おく
な

22
く
な

23
お

24 25 26 27 28
おく
な

29
く
な

30
お

今月の休館日

「いつだって、
　読書日和」
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久
住
サ
ン
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
て
開
催
し
た
瀧
廉
太
郎
記
念

の
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
回
で
4
回
目
。
会
場
と
な
っ
た
サ
ン
ホ

ー
ル
は
精
一
杯
の
対
応
が
功
を
奏
し
て
、
今
回
も
多
く
の
感
動
を

呼
び
起
こ
し
て
く
れ
た
。

　

今
回
、
初
め
て
審
査
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
神
戸
女
学
院

の
斉
藤
言
子
学
長
の
話
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
ず
、「
夜
遅

く
到
着
し
た
の
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
朝
目
が
覚
め
て

ま
わ
り
の
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
に
絶
句
。
日
本
に
こ
ん
な
き
れ
い

な
高
原
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
」
と
感
嘆
の
言
葉
。
さ
ら
に
、
昼
食

会
場
に
足
を
運
ば
れ
た
と
た
ん
、「
ず
っ
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
作

り
の
昼
食
会
を
こ
の
よ
う
に
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
」
と
こ

こ
で
も
驚
嘆
の
声
。
こ
ん
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
見

た
こ
と
が
な
い
と
お
褒
め
い
た
だ
い
た
。
前
日
の
夕
食
交
流
会
も

そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
明
日
の
昼
食
会
も
す
べ
て
市
民
ブ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
添
え
だ
と
お
話
す
る
と
、「
日
本
で
最

高
ク
ラ
ス
の
歴
史
を
重
ね
て
、
さ
ら
に
こ
ん
な
暖
か
い
お
も
て
な

し
を
続
け
て
お
ら
れ
る
な
ん
て
、
竹
田
と
い
う
ま
ち
は
何
も
か
も

素
晴
ら
し
い
」
と
嬉
し
い
感
想
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

こ
う
い
う
背
景
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

し
た
経
験
者
た
ち
が
文
化
会
館
の
復
活
に
多
大
な
浄
財
を
寄
せ
続

け
て
く
れ
る
の
で
も
あ
ろ
う
。
思
い
出
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
う
一
度

立
ち
た
い
、
恩
返
し
を
し
た
い
と
全
国
各
地
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
続
け
て
く
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
。
今
年
も
コ
ン
ク
ー
ル
は
素
晴
ら
し
い
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
私
は
予
選
と
本
選
す
べ
て
の
歌
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
年
も
、
胸
に
こ
み
上
げ
て
く
る
感
動
を
抑
え
き
れ

ず
に
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
う
場
面
が
た
び
た
び
だ
っ
た
。
そ
の
た

び
に
、
昨
年
ま
で
審
査
委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
伊
藤
京
子
先

生
の
言
葉
が
胸
を
よ
ぎ
っ
た
。「
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
方
が

歌
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
私
は
日
本
の
未
来
は
こ
れ
で
大

丈
夫
だ
と
い
う
気
に
さ
せ
ら
れ
る
ん
で
す
。」
本
当
に
良
く
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
ね
と
い
う
言
葉
に
、
あ
り
が
と
う
を
添
え
て
最

後
の
マ
イ
ク
を
置
か
れ
た
伊
藤
先
生
の
喜
び
に
満
ち
た
横
顔
を
、

い
ま
で
も
私
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
高
校
生
た
ち
、
見
守
る
保
護
者
、
そ
し
て

審
査
員
を
務
め
ら
れ
た
先
生
方
。
竹
田
で
結
ば
れ
た
こ
の
縁
こ
そ
、

ま
ち
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
あ
り
、
ま
た
一
人
ひ

と
り
に
あ
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
生
の
宝
物
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
1
年
1
年
積
み
上
げ
ら
れ
た
ド
ラ

マ
が
来
年
で
70
ペ
ー
ジ
を
綴
る
こ
と
に
な
る
。

　

冒
頭
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
神
戸
学
院
の
斉
藤
学
長
さ
ん
に

申
し
上
げ
た
。「
先
生
、
こ
の
縁
で
、
是
非
こ
の
環
境
の
す
ば
ら
し

い
竹
田
市
で
学
生
さ
ん
た
ち
の
合
宿
を
さ
れ
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、

合
宿
の
成
果
を
新
し
い
文
化
会
館
で
市
民
に
披
露
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
恒
例
に
な
る
と
、
文
化
会
館
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
一
角
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
」
と
。

　

実
は
、
私
は
70
回
と
い
う
継
続
さ
れ
た
回
数
の
こ
と
よ
り
も
、

そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
文
化
の
縁
の
力
の
こ
と
を
意
識
し
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
発
想
の
原
点
は
、湯
布
院
の
映
画
祭
に
あ
り
、

ま
た
音
楽
祭
に
あ
る
。
映
画
館
の
な
い
ま
ち
で
な
ぜ
全
国
レ
ベ
ル

の
映
画
祭
が
開
催
で
き
て
い
る
の
か
。
音
楽
に
縁
の
な
か
っ
た
由

布
院
で
毎
年
、
な
ぜ
一
流
の
音
楽
祭
が
開
催
で
き
て
い
る
の
か
。

　

つ
ま
り
は
、
人
な
の
で
あ
る
。
湯
布
院
に
住
ん
で
い
る
人
の
文

化
力
が
、
映
画
監
督
や
女
優
さ
ん
や
音
楽
家
を
し
て
、「
湯
布
院
に

行
っ
て
み
た
い
。
湯
布
院
で
演
奏
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
の

で
あ
る
。

　

竹
田
と
い
う
ま
ち
は
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
力
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
を
理
解
し
支
え
て
い
る
市
民
の
力
が
あ
る
。
だ
か
ら
、「
竹
田
の

文
化
力
は
高
い
」
と
評
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

あ
と
は
、
縁
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
竹
田
の
文
化
力
に
結
び
つ

け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
。「
ど
う
し
て
も
竹
田
に

行
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
努
力
が
実
る
時
、
文
化
会
館
な
ど
の
拠
点
施
設
は
全

国
区
の
光
を
放
つ
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

竹
田
市
の
文
化
力
を
育
て
る
と
い
う
こ
と

第
69
回
滝
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
コ
ン
ク
ー
ル
を
終
え
て

←育まれる「縁」。大会
前夜、開会式に続いて行
われた「歓迎レセプショ
ン」。他のコンクールに
はない、和やかな交流の
時間となっている。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

か
ぼ
す
の
魅
力
を

東
京
・
銀
座
か
ら
発
信

　
９
月
21
日
、
竹
田
市
か
ぼ
す
流
通

対
策
協
議
会
主
催
「
今
が
旬
！
竹

田
か
ぼ
す
は
、
森
の
エ
メ
ラ
ル
ド　

銀
座
の
か
ぼ
す
収
穫
祭
」
が
東
京
・

銀
座
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
秋
晴
れ
の
広
が
る
株
式

会
社
白
鶴
東
京
支
社
の
屋
上
天
空

農
園
。
銀
座
飲
食
店
関
係
者
や
大

分
県
人
会
な
ど
約
１
３
０
名
が
来
場

し
ま
し
た
。

  

は
じ
め
に
、
白
鶴
天
空
農
園
の
小

田
朝
水
農
園
長
と
、
竹
田
市
東
京

事
務
所
の
白
坂
亜
紀
事
務
所
長
が

農
園
で
栽
培
さ
れ
た
銀
座
産
の
「
か

ぼ
す
」
を
収
穫
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
気
仙
沼
さ
ん
ま
祭
り
実
行

委
員
会
提
供
の
１
０
０
匹
の
さ
ん
ま

は
、
50
匹
を
「
塩
焼
き
さ
ん
ま
」、

も
う
50
匹
を
竹
田
市
出
身
の
料
理

家
・
堀
田
大
さ
ん
が
「
秋
刀
魚
炙
り

焼
き
・
竹
田
野
菜
の
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ

〔
白
鶴
酒
白
バ
タ
ー
ソ
ー
ス
香
母
寿

風
味
〕」に
調
理
。
銀
座
名
店
の
バ
ー

テ
ン
ダ
ー
に
よ
る
か
ぼ
す
の
カ
ク
テ

ル
と
と
も
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。↑「大分かぼす」のＰＲに加え、販売促進の一助となった

市長コラム
〈第75回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。
人との出会いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が働くからで
あるという意味。



2015年11 月発行35

キ リ ト リ セ ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

岡城ライトアップ
　岡城跡では、日没から 21
時までライトアップを実施し
ています。９月いっぱいの終
了予定でしたが好評につきラ
イトを増加し、継続中です。
ぜひご覧ください。

竹田市教育委員会文化財課

今　月　の　人

　「料理人は、愛する家族ひとり一人のために料
理をこしらえる〝お母さん〟と一緒。食べ物の好
みとか、誕生日だとか、相手によって作り分ける。
つまり家庭が基本ですね」
　大分県別府市の大型リゾートホテル「杉乃井ホ
テル」の調理部総料理長としてご活躍されている
久住町都野出身の成安宣章さん（65 歳）。
　原点は、高校時代に観た１本の映画「明日の夢
があふれてる」。主演の三田明が料理人を目指す
物語で、観終えて映画館を出た瞬間「将来、自分
は料理人になる！」と、一大決心をしたそうです。
以来その道を邁進し、努力の末にプロの料理人と
いう夢を叶えました。
　昨年 11 月に、調理師関係「厚生労働大臣表彰」
を受賞。また今年９月、自身が本部会長を務める

「全日本司厨士協会県本部大分支部」に「レディ
ース部」を設立する等、県料理界の発展のために
尽力されています。
　実は、その成安さんは「氷の彫刻家」という、
もうひとつの顔があります。約 40 年前、先輩の
勧めがきっかけとなり、その後次々と技術を習得。
昭和 53 年に西日本氷彫刻大会２位、その３年後
には全国氷彫刻旭川大会で特選。さらに、これま
で出場した世界大会で５回入選。現在は、日本氷
彫刻会師範です。
　制作で大事なのは「デッサン」と「温度」。成
安さんは、始めに頭の中にデッサンを完成させて
いるため躊躇なく、高さ１㍍ 30㌢程の氷柱を専
用の彫刻刀やノミで黙々と削り、僅か１時間程で
作り上げることができます。
　「相手が一言、わぁって言ってくれたら、それ
だけでいいね（笑）」と、満面の笑顔。成安さん
にとって、『料理』と『氷彫刻』は同じものなの
かもしれません。今後も益々のご活躍を期待して
います。

ホテル料理長は、氷の彫
ア ー テ ィ ス ト

刻家

↑意識を集中し、制作する成安さん。水から生まれた氷は「彫刻」で生命を与え
　られ、「儚い美しさ」を纏い、やがて溶けて水に帰るまでの間、観る者を魅了する

取材の日、制作中の『幸
せの金魚』。お客様の結
婚披露宴に飾られる作品
だという　　　　　　→

「杉乃井ホテル」調理部総料理長

  成
な り や す

安  宣
の ぶ あ き

章　さん （久住町出身・65 歳）

　10月24日、国指定
史跡「岡城跡」で九
州電力とグループ企
業職員ほか、市職員
ら 約 90 人 が 石 垣 の
雑草や雑木を取り除
くボランティア作業
を行いました。
　美しい紅葉を楽し
みにお越しになるお客様をきれいな石垣で迎えることがで
きます。ご協力ありがとうございました。

岡城跡のボランティア石垣清掃
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郷土の植物 （319）

第128回
阿孫　久見

ホソバノヤマハハコ（キク科）
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国指定史跡 岡城跡

家族無料観覧券
有効期間

平成27年11月14日㈯から12月13日㈰まで

竹田市教育委員会文化財課

この券を切り取り、登城の際に料金所に提出してください。
1枚につき、1家族が無料で観覧できます。


